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2 月 15日、16日の 2日間、たざわ湖スキー場特設会場で「第 49
回田沢湖高原雪まつり」が開催され、会場は多くの来場者で賑わい
ました。写真は、同雪まつりのミニスキー大会の中で行われたスノー
ストライダー競争に参加した子どもたち。（関連記事 4ページ）

！



新型コロナウイルス感染症対策関連情報

　ウイルス性の風邪の一種です。発熱やのどの痛み、
咳が長引くこと（１週間程度）が多く、強いだるさ（倦
怠感）を訴える方が多いことが特徴です。
　感染から発症までの潜伏期間は1日から12.5日

（多くは5日から6日）といわれています。

　仙北市では、今回の新型コロナウイルス感染症対策に備えて、2月3日に「仙北市災害連絡室」を立ち上げました。
その後、2月28日「新型コロナウイルス感染症対策部」に改組し、関係機関が連携して情報収集を行い、対応にあたっ
ています。

　総合防災課では、仙北市の災害情報・防災情報などを広く発信するため、Twitter（ツイッター）
（https://twitter.com/bousaisemboku）の運用を開始しました。今回の新型コロナウイルス感染
症関連情報のほか、今後の防災情報にも活用していきますので、ご覧ください。

　新型コロナウイルス感染症とは　？

Q  �感染予防のためにできることは？どのように
生活したらいいの？

A  �現時点では過度に心配することなく、季節性
インフルエンザ対策と同様に以下について気
をつけましょう。

①石鹸やアルコール消毒液などによる手洗い
②正しいマスクの着用を含む咳エチケット
③�マスクを着用し、人が多く集まる場所は避ける

Q  �相談ごとがある・症状があるときはどうすればいいの？

A  �次のいずれかに該当する方は、医療機関は受診せず、まず
は下記の連絡先にご相談ください。

①�風邪の症状や37.5℃以上の発熱が4日以上続く
②�強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある
※�高齢者や基礎疾患などのある方、妊娠中の方は、この状況が２日程

度続く場合にはご相談ください。

　中国湖北省武漢市で昨年12月以降に発生した新型コロナウイルス感染症は、日本でも感染が拡大し
てきています。感染症対策について今一度確認しましょう !!

問合せ 新型コロナウイルス感染症対策部（仙北市総合防災課内）　☎43-1115

　仙北市の取り組み・対応状況などについて　！

　仙北市総合防災課から　！

●�あきた帰国者相談支援センター（コールセンター：24時間対応）
　☎018-866-7050
●�聴覚に障がいがある方をはじめ、電話での相談が難しい方
（厚生労働省：24時間）
FAX 03-3595-2756
メールアドレス corona-2020@mhlw.go.jp

3月9日時点版

●�小中学校は3月21日㈯までを臨時休校とする。春休み終
了まで不要不急の外出を控えること・大勢の人が集まる場
所には行かないことを呼びかける。
●�部活動・スポ少は、臨時休校および春休み期間は休止と
する。
●�児童クラブは4月４日㈯まで、7時30分から18時30分の
間開設する。
●保育園、認定こども園は通常どおり開園する。
※�企業の皆さまは、学校の休校などに伴う従業員への休暇の配慮
や、感染拡大防止へのご協力をお願いします。

●�不特定多数の方が集まる20人以上を超えるような会議な
どは原則中止または延期とする。
●�行政運営上中止できないもの、規模を縮小して行う場合
でも、手洗いや消毒、咳エチケットを徹底する。また、
参加者名簿を作成し、連絡を取れるようにする。

市主催行事、 イベントなどの開催について

●体育施設は予約済みも含めて３月中の利用を中止する。
●�公民館などについては利用を制限し、不特定多数の方が
集まる20人以上を超えるような会議などは自粛していた
だく。
●観光施設などについては、通常どおり開館する。
●�市が所有する温泉施設などについては、感染予防対策を
講じたうえで、通常どおり営業する。

公共施設の利用について

保育園・こども園・学校・児童クラブについて

仙北市ホームページ（https://www.
city.semboku.akita.jp/citizens/05_23.
html）で、随時情報を発信していますの
でご覧ください。 仙北市ホームページ

仙北市総合防災課
Twitter

2020 FIS フリースタイルスキーワールドカップ
秋田たざわ湖大会

　

1
日
目
の
モ
ー
グ
ル
競
技

は
、
男
子
で
は
、
ミ
カ
エ
ル
・

キ
ン
グ
ズ
ベ
リ
ー
選
手
（
カ
ナ

ダ
）
が
優
勝
。
日
本
人
で
は
杉

本
幸
祐
選
手
（
デ
イ
リ
ー
は
や

し
や
）
の
８
位
が
最
高
と
な
り

ま
し
た
。

　
女
子
で
は
、
ペ
リ
ー
ヌ
・
ラ

フ
ォ
ン
選
手
（
フ
ラ
ン
ス
）
が

優
勝
。
日
本
人
選
手
は
3
人
が

ス
ー
パ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
進
出

し
、
星
野
純
子
選
手
（
チ
ー
ム

リ
ス
テ
ル
）
が
２
位
と
な
り
、

5
年
前
の
た
ざ
わ
湖
大
会
以
来

の
表
彰
台
に
立
ち
ま
し
た
。

▼
大
会
結
果
〈
敬
称
略
〉

※
3
位
以
下
は
日
本
人
選
手
の
み

１
日
目
モ
ー
グ
ル
競
技

【
男
子
】
１
ミ
カ
エ
ル
・
キ
ン
グ
ズ
ベ

リ
ー
（
カ
ナ
ダ
）  

２
ド
ミ
ト
リ
ー
・
レ
イ

ヒ
ャ
ー
ト
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
）
３
ロ
ラ
ン・

デ
ュ
メ
（
カ
ナ
ダ
）
8
杉
本
幸
祐
（
デ
イ

リ
ー
は
や
し
や
）  

17
松
田
颯
（
ス
ノ
ー
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
）
26
西
沢
岳
人
（
早
稲

田
大
）
27
村
田
優
太
郞
（
北
翔
大
）
29
四

方
元
幾
（
豊
田
合
成
ス
キ
ー
部
）
42
島
川

拓
也
（
札
幌
国
際
大
）
48
堀
島
行
真
（
中

京
大
）

【
女
子
】
１
ペ
リ
ー
ヌ
・
ラ
フ
ォ
ン
（
フ

ラ
ン
ス
）
２
星
野
純
子
（
チ
ー
ム
リ
ス
テ

ル
）
３
ジ
ャ
カ
ラ
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
）
５
柳
本
理
乃
（
愛
知
工

業
大
）
6
川
村
あ
ん
り
（
チ
ー
ム
ジ
ョ
ッ

ク
ス
）
9
住
吉
輝
紗
良
（
日
本
大
）
11

冨
高
日
向
子
（
多
摩
大
）
13
伊
原
遥
香

（
愛
知
工
業
大
）
18
梶
原
有
希
（TEAM

 
BAN

KEI

）25
福
嶌
春
花（
白
馬
村
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
）

　
「
２
０
２
０
Ｆ
Ｉ
Ｓ
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
秋
田
た

ざ
わ
湖
大
会
」
が
、
２
月
22
日
と
23

日
に
、
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
る
の
は
今
年
で
６
回
目

と
な
り
ま
す
。

　

今
大
会
は
雪
不
足
の
中
で
の
開
催

で
し
た
が
、
最
多
の
15
か
国
か
ら
91

人
の
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
小
雨
の
中
、
１
人
ず
つ

滑
る
モ
ー
グ
ル
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
２
日
目
の
２
人
が
並
ん
で
滑
る

デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ
ル
競
技
は
予
選
途

中
で
雪
と
濃
霧
に
よ
る
視
界
不
良
の

た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

悪
天
候
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、

観
客
の
皆
さ
ん
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
レ
ー
ス
に
、
歓
声
を
上
げ
な
が

ら
応
援
し
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
を

み
せ
ま
し
た
。

星
野
選
手
が
２
位
に
輝
く
！

6位の川村選手 8位の杉本選手

モーグル競技
表彰式の様子5位の柳本選手

オフショットの笑顔を

準優勝の星野選手

鏡
開
き
を
す
る

キ
ン
グ
ズ
ベ
リ
ー
選
手
！

王
者
の
貫
禄
を

み
せ
て
く
れ
ま
し
た
！

辰
子
の
顔
パ
ネ
ル
を
は
め
る

上
村
愛
子
さ
ん
！

今
大
会
も
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
！

表
彰
式
後
の
星
野
選
手
！

観
客
に
む
か
っ
て

ピ
ー
ス
サ
イ
ン
！

パシャリ！

\ おりゃあ！ /

\ 似合ってるかな？ /

\ やりました！ /

デュアルモーグル競技
レースの様子
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２
月
16
日
、
桧
木
内
松
葉
地

区
で
松
葉
・
相
内
の
裸
参
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の

は
地
元
の
若
者
や
消
防
署
の
職

員
、
市
外
か
ら
７
人
。
こ
の
日

は
小
雨
が
降
り
、
水
温
は
３
度

ほ
ど
。
参
加
者
は
桧
木
内
川
で

身
を
清
め
た
後
、
腰
に
わ
ら
で

編
ん
だ
「
け
ん
だ
い
」
と
白
足

袋
に
わ
ら
じ
を
身
に
つ
け
ま
す
。

か
け
声
と
と
も
に
集
落
を
通
り
、

旭
山
を
か
け
上
り
、
金
比
羅
宮

へ
無
火
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

２
月
15
日
、
16
日
の
２
日
間
、
た
ざ
わ

湖
ス
キ
ー
場
特
設
会
場
で
「
第
49
回
田
沢

湖
高
原
雪
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
快
晴
と
な
っ
た
15
日
は
、様
々
な
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
で
盛
り
上
が
っ
た
ほ
か
、
夕
方

か
ら
は
雪
像
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
あ

た
り
は
幻
想
的
な
光
景
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
紙
風
船
上
げ
や
火
振
り
か
ま
く
ら
、

ス
キ
ー
ヤ
ー
に
よ
る
た
い
ま
つ
滑
走
が
行

わ
れ
、
光
に
彩
ら
れ
た
光
景
に
来
場
者
か

田沢湖高原
雪まつり

松葉・相内の
裸参り

2/15-16

2/16

ダンスやマジックショーなど、ステージショーは盛り上がりを
見せました。

夜になると様々な光が会場を演出し、幻想的な光景が広が
りました。

ら
は
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
は
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
１
日
目
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　
16
日
は
、
強
風
に
よ
り
午
後
の
日
程
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
朝
か
ら
会
場
内

の
屋
台
を
目
あ
て
に
た
く
さ
ん
の
方
が
訪

れ
、
温
か
い
食
べ
物
を
食
べ
な
が
ら
楽
し

む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
両
日
行
わ
れ
た

人
気
の
一
杯
を
決
め
る
「
汁-

椀
グ
ラ
ン

プ
リ
」
は
好
評
で
、
来
場
者
は
自
分
の
お

気
に
入
り
の
一
杯
に
投
票
し
て
い
ま
し
た
。

仙北市の冬まつり
2020 第 2弾

金比羅宮へ颯爽と駆け上がります。

桧
木
内
川
の
冷
水
で
身
を
清
め
る
参
加
者
。

田沢湖高原雪まつり

松葉 ･ 相内の裸参り
食
事
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
の
大
切
さ
を
語
る
上
村
さ
ん
（
左
）。

　

２
月
20
日
、
元
女
子
モ
ー
グ
ル

日
本
代
表
で
「
２
０
２
０
Ｆ
Ｉ
Ｓ

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
秋
田
た
ざ
わ
湖
大
会
」
の
大

会
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
務
め
た
上
村
愛

子
さ
ん
の
講
演
会
が
神
代
小
学
校
で

行
わ
れ
、
同
校
の
４
年
生
か
ら
６
年

生
の
ほ
か
、
西
明
寺
小
学
校
と
桧
木

内
小
学
校
の
５・
６
年
生
の
児
童
が

そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
上
村
さ
ん
が
モ
ー

グ
ル
の
魅
力
を
語
っ
た
ほ
か
、
現
役

時
代
を
振
り
返
り
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

す
る
た
め
に
食
事
の
改
善
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
ま

た
、
現
役
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
上
村
さ
ん
に
食
事
の
指
導
・
管
理

を
行
っ
て
い
る
日
清
オ
イ
リ
オ
グ

ル
ー
プ
公
認
ス
ポ
ー
ツ

栄
養
士
の
清
原
知
子
さ

ん
が
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通

し
て
食
事
の
と
り
方
や

大
切
さ
に
つ
い
て
伝
え

ま
し
た
。

　

上
村
さ
ん
は
最
後
に

「
食
事
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
。
食
事
を
し
っ
か
り

と
る
こ
と
は
勉
強
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
自
分
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

ご
飯
を
美
味
し
く
楽
し

く
食
べ
て
欲
し
い
」
と
、

児
童
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
り
ま
し
た
。

食
事
は
大
切
！
毎
日
美
味
し
く
楽
し
く
食
べ
よ
う

上
村
愛
子
さ
ん
が
児
童
た
ち
に
講
演

　
一
般
財
団
法
人
角
館
感
恩
講
（
加
賀
谷
宏
一
理
事

長
）
よ
り
、
市
教
育
委
員
会
の
育
英
奨
学
資
金
へ
活

用
し
て
欲
し
い
と
寄
付
金
15
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
角
館
感
恩
講
で
は
昭
和
56
年
か
ら
青
少
年
の
健
全

な
育
成
を
目
的
に
奨
学
金
寄
付
事
業
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
２
月
18
日
、
角
館
感
恩
講
の
事
務
所
で
行
わ
れ
た

贈
呈
式
で
加
賀
谷
理
事
長
か
ら
熊
谷
教
育
長
へ
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
加
賀
谷
理
事
長
は
「
勉
学
に

励
む
学
生
に
役
立
て
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

左から、角館感恩講の河原田次朗事務長、熊谷教育長、加賀谷宏一理事長、放課後
等デイサービスすてっぷ田口和典管理者。

角
館
感
恩
講
が
市
に
寄
付
金

学
生
の
た
め
に
役
立
て
て

十五日会の平岡三郎会長（左）と秋田銀行田沢湖支店の山下知之
支店長（右）。

　
１
月
30
日
、
十
五
日
会
（
平
岡
三
郎
会

長
）
か
ら
田
沢
湖
図
書
館
へ
２
万
円
分
の

図
書
カ
ー
ド
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
善
意
は
、
旧
田
沢
湖
町
の
時
代
か

ら
続
け
ら
れ
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
本

に
親
し
め
る
よ
う
図
書
館
に
よ
い
児
童
書

を
そ
ろ
え
て
欲
し
い
と
い
う
十
五
日
会
の

皆
さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

寄
贈
さ
れ
た
図
書
カ
ー
ド
で
、
今
年
も
楽

し
い
絵
本
や
読
み
物
を
購
入
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

十
五
日
会

図
書
カ
ー
ド
を

田
沢
湖
図
書
館
へ
寄
贈

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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～輝くとき栄光

医
療
機
能
連
携
協
定
を
締
結

市
立
角
館
総
合
病
院
と
大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー

　
２
月
27
日
、市
立
角
館
総
合
病
院（
伊

藤
良
正
院
長
）
と
大
曲
厚
生
医
療
セ
ン

タ
ー
（
三
浦
雅
人
院
長
）
が
医
療
機
能

に
関
す
る
連
携
協
定
を
結
ぶ
調
印
式
が

同
セ
ン
タ
ー
（
大
仙
市
）
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
同
総
合
病
院
で
は
、
４
月
か
ら
脳
神

経
外
科
や
小
児
科
常
勤
医
が
不
在
と
な

り
ま
す
が
、
こ
の
協
定
に
よ
り
、
相
互

に
有
す
る
医
療
機
能
を
よ
り
発
揮
し
、

質
の
高
い
医
療
や
適
切
な
医
療
の
提

供
、
医
療
機
器
の
共
同
利
用
や
医
師
派

遣
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
に
な

協定を結んだ市立角館総合病院の伊藤院長（右）と大曲厚生医療セ
ンターの三浦院長（左）。

り
ま
す
。

　
今
後
は
、
同
セ
ン
タ
ー
に
通

院
す
る
仙
北
市
の
患
者
さ
ん
の

う
ち
、
Ｃ
Ｔ
画
像
撮
影
検
査
が

必
要
な
場
合
は
同
総
合
病
院
で

行
い
、
定
期
受
診
の
み
同
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
同

総
合
病
院
の
脳
神
経
外
科
や
小

児
科
外
来
へ
医
師
を
派
遣
し
て

い
た
だ
き
、
少
し
で
も
現
状
を

カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
連
携
強
化
に
よ
る

紹
介
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
急
性
期

で
入
院
し
た
患
者
さ
ん
の
希
望

に
応
じ
て
、
回
復
期
病
棟
な
ど
同
総
合

病
院
へ
転
院
、
医
療
機
能
に
則
し
た
形

で
の
ケ
ア
が
可
能
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

希
望
す
る
方
は
大
曲
へ
通
院
し
な
く
て

も
医
師
を
派
遣
し
て
も
ら
う
こ
と
で
同

総
合
病
院
で
の
外
来
診
察
も
可
能
と
な

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
同
総
合
病
院
で
は
、
可
能
性
に
満
ち

た
こ
の
連
携
協
定
に
よ
り
、
今
後
、
地

域
の
医
療
を
踏
ま
え
つ
つ
、
市
民
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
両
病
院
に
と
っ
て
も
、

さ
ら
に
質
の
高
い
医
療
提
供
体
制
を
構

築
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
２
月
19
日
、
仙
北
地
域
振
興
局
で
令
和
元

年
度
仙
北
地
域
振
興
局
「
元
気
な
ふ
る
さ
と

秋
田
づ
く
り
」
顕
彰
事
業
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、地
産
地
消
を
進
め
る
か
く
の
だ
て
「
根
っ

こ
の
会
」
が
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
が
認
め

ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
根
っ
こ
の
会
」
は
、
会
員
の
相
互
協
力

に
よ
り
安
全
安
心
な
地
元
農
産
物
の
効
率
的

な
生
産
・
加
工
・
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
生
産
者
と
消
費
者
が
直
接
ふ
れ
あ
う
機

会
を
創
出
し
て
安
全
な
農
作
物
の
供
給
と
生

産
者
の
経
営
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
花
の
植

栽
や
住
民
と
の
交
流
活
動
を
行
い
街
の
活
性

化
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
15
年
に
組

織
さ
れ
、
現
在
の
会
員
数
は
32
人
で
す
。
こ

れ
ま
で
立
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
の
地
元
の

農
産
物
の
販
売
や
花
の
植
栽
な
ど
の
環
境
美

化
活
動
の
ほ
か
、
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く

校
と
の
農
産
物
の
収
穫
・
加
工
作
業
、
冬
ま

つ
り
の
開
催
な
ど
の
交
流
や
、
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
「
は
っ
ぴ
い
・
マ
ム
」
と
の
ひ
な
も

ち
づ
く
り
な
ど
の
交
流
を
続
け
な
が
ら
生
産

者
の
意
欲
向
上
を
図
り
、
よ
り
発
展
的
な
取

組
を
推
進
し
て
街
の
活
性
化
に
繋
が
る
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
出
席
し
た
小
野
マ
サ
会
長
は

地
産
地
消
を
進
め
る

か
く
の
だ
て
「
根
っ
こ
の
会
」
が
受
賞

市役所田沢湖庁舎に受賞報告に訪れた小野会長（左）と佐藤恵
美子さん（右）。

仙
北
地
域
振
興
局
「
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り
」
顕
彰
事
業

「
今
回
の
受
賞
は
今
後
の
『
根
っ
こ
の
会
』

の
活
動
に
大
き
な
力
を
い
た
だ
い
た
。
地
産

地
消
市
や
朝
市
の
会
場
と
な
っ
て
い
る
立
町

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
周
辺
で
は
地
元
農
産
物

を
購
入
で
き
る
店
舗
が
な
く
、
私
た
ち
の
販

売
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
方
た
ち
が

増
え
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
角
館
を
訪
れ
る

観
光
客
も
商
品
の
購
入
は
も
ち
ろ
ん
、
生
産

者
と
直
接
ふ
れ
あ
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
訪

れ
て
く
れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
会
の
活
動
を
通

し
て
様
々
な
方
た
ち
と
交
流
で
き
る
こ
と
を

励
み
に
楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
に
と
っ

て
仙
北
市
で
の
３
度
目
の
冬
で
す
が
、

今
年
は
特
に
雪
が
少
な
い
で
す
ね
。

　
２
月
10
日
の
「
上
桧
木
内
の
紙
風
船

上
げ
」
に
合
わ
せ
て
内
陸
線
の
利
用
が

増
え
る
角
館
駅
前
で
、
今
年
で
２
回
目

と
な
る
「
ミ
ニ
か
ま
く
ら
作
ろ
う
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
雪
不
足
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
、

Ｊ
Ｒ
角
館
駅
、
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
、

角
館
駅
前
交
番
の
皆
さ
ん
や
、
観
光
客

の
方
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
前
回
の
協
力
隊
コ
ラ
ム
で
播

磨
靖
之
さ
ん
が
「
ド
ロ
ー
ン
カ
フ
ェ
」

に
つ
い
て
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
今
回

も
桧
木
内
の
「
寄
合
い
カ
フ
ェ
」
を

ご
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
い
ま
私

は
火
曜
、
水
曜
、
土
曜
に
桧
木
内
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン

し
て
い
ま
す
。
桧
木
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
か
じ
か
瀬
の
理
事
長
で
あ
る
松
舘

文
子
さ
ん
と
「
秋
田
内
陸
線
と
沿
線

地
域
の
活
性
化
」
の
担
当
で
あ
る
私

が
意
気
投
合
し
「
地
域
の
皆
さ
ん
が

気
兼
ね
な
く
集
ま
れ
る
場
所
」
と
し

て
、こ
の
か
じ
か
瀬
ス
ペ
ー
ス
を
「
寄

合
い
カ
フ
ェ
」
と
し
て
使
っ
て
い
ま

す
。
カ
フ
ェ
と
い
っ
て
も
大
き
な

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
座
る
、
ま
さ
に

「
寄
合
い
」
風
で
す
。
飲
み
物
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
料
理
自
慢
の
お
か

あ
さ
ん
に
よ
る
地
産
地
消
の
ラ
ン
チ

も
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
手
作
り

品
も
展
示
・
販
売
し
て
い
ま
す
。
か

ご
バ
ッ
グ
や
つ
ま
み
細
工
の
ヘ
ア
ア

仙北市地域おこし協力隊コラム

折 笠 靖 子

寄合いカフェで
楽しい時間を！

テーブルを囲んで座る「寄合いカフェ」。

「ミニかまくら作ろう会」の後にみんなで記念撮影。

ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
、
様
々
な
品
物
が

あ
り
ま
す
。

　
少
し
ず
つ
で
す
が
い
ろ
ん
な
方
が

来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
お
茶
や

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
話
を

す
る
、
と
て
も
楽
し
い
空
間
で
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
営
業

時
間
は
11
時
か
ら
17
時
で
す
。Cafe

と
い
う
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

で
す
。
ち
な
み
に
木
曜
日
の
午
後
と

日
曜
日
は
「
か
ご
編
み
教
室
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
月
に
一
度
ド

ロ
ー
ン
カ
フ
ェ
や
ヨ
ガ
教
室
も
開
催

し
ま
す
。
自
分
も
楽
し
め
る
、
み
ん

な
が
楽
し
い
場
所
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ど
ん
な
と

こ
ろ
か
な
ぁ
と
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

今
年
度
、
秋
田
県
と
内
閣
府
の
共
催
に

よ
り
、
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
高
齢
者
交
通
安
全
指
導
員
（
シ
ル
バ
ー

リ
ー
ダ
ー
）
や
地
域
で
独
自
に
交
通
安
全

活
動
に
取
り
組
む
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、

地
域
で
の
参
加
・
体
験
・
実
践
型
の
高
齢

者
安
全
運
転
教
育
の
継
続
的
な
推
進
協
力

者
を
養
成
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

仙
北
市
か
ら
は
、
交
通
指
導
員
の
渡
辺
友

康
さ
ん
、
市
役
所
総
合
防
災
課
の
職
員
の

計
２
人
が
受
講
し
、
内
閣
府
か
ら
修
了
証

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
に
は
、
角
館
の
南
部
地
区
会

館
で
岩
瀬
・
西
下
タ
野
・
下
タ
野
地
区
の
高

齢
運
転
者
を
対
象
に
、
シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー

が
主
催
と
な
っ
た
地
域
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
、約
20
人
ほ
ど
が
参
加
し
、

参
加
者
は
シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
や
仙
北
警

察
署
員
の
話
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
に
は
、

こ
れ
か
ら
地
域
に
お
け
る
高

齢
者
安
全
運
転
学
習
会
に
継

続
的
な
推
進
役
と
し
て
ご
活

躍
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
地
元
の
会
合
な
ど
の
際

は
、
シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
を
お

招
き
し
て
、
安
全
運
転
学
習

会
を
開
催
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
シ
ル
バ
ー
リ
ー

ダ
ー
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
依

頼
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

シルバーリーダーが参加

高齢者安全運転推進協力者
養成講習会を受講

地
域
講
習
会
で
熱
心
に
講
習
を
受
け
る
参
加

者
。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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昨
年
の
12
月
、
中
国
湖
北
省
武
漢
市
で
病
原

体
が
特
定
で
き
な
い
肺
炎
が
複
数
発
症
し
、
こ

れ
が
ア
ッ
と
言
う
間
に
広
が
り
ま
し
た
。現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
罹
患
者
数
は
85
の
国

と
地
域
で
10
万
人
と
言
わ
れ
、
県
内
で
は
２
人

の
感
染（
３
月
９
日
現
在
）が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
同
ウ
イ
ル
ス
は
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
を
分
析

す
る
と
、
人
・
人
感
染
が
明
ら
か
で
す
。
で
す

か
ら
人
と
人
の
接
触
を
断
つ
こ
と
が
何
よ
り
も

効
果
的
な
手
法
で
す
。
人
混
み
に
行
か
な
い
、

集
団
行
動
を
避
け
る
…
。
し
か
し
、
こ
の
感
染

症
対
策
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
平
穏
だ
っ
た
日

常
が
崩
れ
、
毎
日
が
目
に
見
え
な
い
敵（
ウ
イ

ル
ス
）と
の
戦
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
感
染
者
が
最
も
多
い
北
海
道
で
は
、
鈴
木
知

事
が
緊
急
事
態
宣
言
を
出
し
、
休
日
な
ど
の
外

出
を
控
え
る
よ
う
道
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

安
部
総
理
は
学
校
を
臨
時
休
校
す
る
よ
う
全
国

に
要
請
し
ま
し
た
。ま
っ
た
く
唐
突
で
し
た
が
、

事
態
改
善
の
た
め
何
で
も
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
現
実
が
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　
仙
北
市
は
、
県
内
で
も
屈
指
の
観
光
客
数
と

交
流
人
口
を
誇
る
ま
ち
で
す
。
人
の
動
き
が
止

ま
る
ダ
メ
ー
ジ
は
、
他
地
域
と
は
比
較
で
き
な

い
ほ
ど
で
す
。
こ
の
特
殊
な
環
境
の
も
と
で
、

仙
北
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
部

は
様
々
な
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
体
育
施

設
は
、
当
分
の
間
そ
の
利
用
を
ご
遠
慮
い
た
だ

き
た
い
こ
と
、
公
民
館
な
ど
公
の
施
設
は
、
概

ね
20
人
以
上
も
し
く
は
不
特
定
多
数
の
皆
さ
ま

が
参
加
す
る
場
合
は
、
そ
の
利
用
を
ご
遠
慮
い

た
だ
き
た
い
こ
と
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
教
育
委
員
会
は
小
・
中
学
校
の
休
校
対
策
、

そ
の
間
の
児
童
や
生
徒
の
見
守
り
、
さ
ら
に
最

新
の
感
染
状
況
の
分
析
で
、
例
え
ば
卒
業
式
の

保
護
者
の
参
加
可
否
な
ど
変
更
が
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力

を
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
春
が
来
て
、
さ
あ
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
、

観
光
・
商
工
事
業
者
な
ど
か
ら
は
悲
鳴
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。
過
去
に
例
を
見
な
い
キ
ャ
ン

セ
ル
と
風
評
…
。
終
息
が
見
え
な
い
中
で
は
、

市
民
生
活
が
先
に
疲
弊
し
て
し
ま
い
そ
う
で

す
。
感
染
対
策
で
は
、
地
域
内
で
の
日
常
完
結

も
有
効
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
で
き
る
限
り
地
元
商
店
で
の
ご
用
た
し

を
お
願
い
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
不
要
不
急
の
外

出
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。
で
も
、
地
元
で
の
購

買
活
動
は
市
の
体
力
温
存
と
、
感
染
対
策
の
免

疫
力
を
強
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

仙
北
市
長　
門
脇　
光
浩

『
見
え
な
い
敵
と
の
戦
い
』

まちづくり
市長の

日　記
No.168

　
2
月
7
日
か
ら
3
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
た
第
29
回
あ
き
た
十
文
字
映
画
祭

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
あ
き
た
十
文
字
映
画
祭
の
ス
タ
ッ
フ
と

は
、
秋
田
県
内
の
撮
影
支
援
の
際
に
、
エ

キ
ス
ト
ラ
の
手
配
な
ど
で
お
互
い
に
協
力

し
あ
う
関
係
で
、
日
頃
か
ら
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

　
例
年
の
映
画
祭
会
場
は
、
た
く
さ
ん
の
雪

で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
雪
が
少
な

く
、
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
た

く
さ
ん
の
観
客
が
訪
れ
、映
画
は
も
ち
ろ
ん
、

映
画
監
督
や
出
演
者
の
舞
台
あ
い
さ
つ
や

ト
ー
ク
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
横
手
市
で
撮
影
さ
れ
た
短
編
映
画「
ミ

ス
り
ん
ご
」（
岡
部
哲
也
監
督
）も
上
映
さ

れ
ま
し
た
。
主
演
は
秋
田
市
出
身
の
俳
優
、

秋
沢
健
太
朗
さ
ん
が
務
め
て
お
り
、
地
元

の
１
０
０
人
を
超
え
る
エ
キ
ス
ト
ラ
が
撮

影
に
協
力
し
た
そ
う
で
す
。
エ
キ
ス
ト
ラ

の
皆
さ
ん
も
上
映
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

かくのだてフィルムコミッション
（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352

https://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

よ
う
で
、
会
場
で
自
分
が
ス
ク
リ
ー
ン
に

ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
る
の
か
興
味
津
々

の
様
子
で
し
た
。
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
で
は
、

本
来
、
り
ん
ご
が
赤
く
色
づ
く
の
は
出
荷

の
時
期
の
10
月
な
の
で
す
が
、
地
元
の
り

ん
ご
農
園
に
、
撮
影
が
行
わ
れ
る
9
月
に

実
現
で
き
る
よ
う
に
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
地
域

の
協
力
あ
っ
て
こ
そ
完
成
し
た
映
画
だ
と

強
く
感
じ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
角

館
町
出
身
の
俳
優
、
山
谷
初
男
さ
ん
の
追

悼
ブ
ー
ス
が
会
場
ロ
ビ
ー
に
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
山
谷
初
男
さ
ん
が
主
演
し
た
短
編

映
画「D

AU
G
HTERS

」（
二
宮
健
監
督
）

が
映
画
の
合
間
に
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
角

館
か
ら
こ
の
映
画
を
観
る
た
め
だ
け
に
訪

れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
角
館

で
も
上
映
さ
れ
る
機
会
を
持
ち
、
皆
さ
ん

に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
会
長　
坂
本  

洋
）山谷初男さんの追悼ブース。

で
通
訳
を
し
た
り
、
台
北
で
修
学
旅
行
中
の
日
本
高

校
生
の
ガ
イ
ド
を
し
ま
し
た
。

日
本
語
を
も
っ
と
学
ぶ
た
め
に　

　
さ
ら
な
る
日
本
語
能
力
の
向
上
と
、
日
本
生
活
の

実
体
験
を
求
め
、
大
学
三
年
生
の
時
、
日
本
に
交
換

留
学
生
と
し
て
来
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
９
月
か
ら

２
０
１
９
年
１
月
ま
で
、
在
籍
し
て
い
た
台
湾
芸
術

大
学
の
姉
妹
校
の
東
京
多
摩
美
術
大
学
の
交
換
留
学

生
と
し
て
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
多
摩
美
大
で
の
交

換
留
学
期
間
中
、
地
域
社
会
・
企
業
と
の
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
地
域
再
生
に
興
味
を
持
ち
始

め
ま
し
た
。
地
方
の
方
々
の
気
持
ち
に
も
っ
と
寄
り

添
い
た
い
と
思
い
、
春
休
み
に
山
形
市
の
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
で
ヘ
ル
パ
ー
を
や
り
、
北
海
道
紋
別
市
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。
地
方
な
ら
で
は
の
癒
し
と

人
々
の
温
か
い
交
流
に
魅
了
さ
れ
、
地
方
の
魅
力
を

広
く
伝
え
ら
れ
る
仕
事
に
目
を
向
け
た
こ
と
が
今
の

仕
事
に
繋
が
り
ま
し
た
。

プロフィール
名前／黄敏（フゥァン ミン）　出身／台湾桃園市
卒業大学／台湾芸術大学 映画学科
趣味／アニメ・映画鑑賞
好きなたべもの／キムチトマト鍋
仙北市のここがすき！／雪山の景色

仙
北
市
と
の
出
会
い　

　

交
換
留
学
が
終
わ
り
、
台
湾
に
帰
る
前
に
、
あ
ま

ち
ゃ
ん
の
影
響
で
大
好
き
な
東
北
を
巡
り
た
い
と
い

う
思
い
を
果
た
す
た
め
、
雪
深
い
冬
の
２
月
に
東
北

一
周
の
旅
を
し
ま
し
た
。
こ
の
旅
の
中
、
仙
北
市
に

出
会
い
ま
し
た
。
雪
深
い
秋
田
は
台
湾
人
の
私
に
と
っ

て
、
神
秘
的
で
未
知
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
田
沢
湖

線
の
電
車
の
窓
越
し
に
、
延
々
に
広
が
る
蒼
白
い
雪

原
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史
的
な
雰
囲

気
が
漂
う
角
館
が
と
て
も
印
象
深
い
も
の
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！　

　

台
湾
に
帰
り
、
就
職
期
間
中
に
仙
北
市
の
国
際
交

流
員
の
募
集
を
見
か
け
て
、
ダ
メ
元
で
応
募
し
ま
し

た
。
幸
い
に
仙
北
市
の
優
し
い
方
々
と
出
会
い
、
今

に
至
り
ま
す
。
仙
北
市
に
来
て
、
ち
ょ
う
ど
半
年
く

ら
い
経
ち
ま
し
た
が
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
猛
勉
強
中
で
す
。
国
際
交
流
員
と
し
て
二
年
半

の
任
期
が
終
わ
る
前
に
秋
田
弁
達
人
に
な
り
た
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
せ
ば

な
～

台湾の6次産業アドバイザーと仙北市農山村体験推進
協議会をはじめ、地域の方々との交流会。

　
大ダ

ー

家ジ
ャ

好ハ
オ

！（
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
）は
じ
め
ま

し
て
、
台
湾
出
身
の
黄
敏（
フ
ゥ
ァ
ン 

ミ
ン
）で
す
。

２
０
１
９
年
９
月
か
ら
、
仙
北
市
観
光
商
工
部
国
際
交

流
推
進
室
で
国
際
交
流
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

日
本
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け　

　
あ
り
が
た
い
こ
と
に
広
報
で
コ
ラ
ム
を
書
く
機
会

を
い
た
だ
い
て
、
今
回
は
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
日
本
と
の
出
会
い
は
、
多
く
の
台
湾
人
と
同

じ
く
、
ア
ニ
メ
で
し
た
。
幼
い
こ
ろ
２
人
の
兄
と
一

緒
に
夕
飯
の
時
に
ハ
ン
タ
ー
ハ
ン
タ
ー
や
ヒ
カ
ル
の

碁
を
見
る
の
が
日
課
で
し
た
。
こ
の
頃
か
ら「
い
つ

か
日
本
に
行
っ
て
み
た
い
」と
い
う
夢
が
心
密
か
に

芽
生
え
ま
し
た
。
大
学
在
学
時
、
偶
然
に
ジ
ャ
ニ
ー

ズ
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
嵐
の
動
画
を
見
か
け
、
そ

し
て
見
事
に
ハ
マ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
日
本
語

勉
強
の
怒
涛
の
日
々
で
し
た
。
日
本
語
と
ふ
れ
あ
う

機
会
を
常
に
積
極
的
に
作
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
台

湾
と
日
本
団
体
が
共
同
開
催
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

第1回
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就
職
や
扶
養
認
定
な
ど
で
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
を
使
用
し
て
医
療
機
関
な
ど

を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。（
職
場
の
健
康
保
険

証
が
ま
だ
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場
合
で

も
使
用
で
き
ま
せ
ん
）

　
速
や
か
に
市
役
所
各
庁
舎
・
各
出
張
所

の
国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口
で
、
国
民
健

康
保
険
を
脱
退
す
る
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
後
は
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課 

国
保
年
金
係（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
６

　
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
際
は
、
必

ず「
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手
続
き

を
行
っ
て
い
る
」旨
を
伝
え
、
新
し
い
健
康

保
険
証
の
交
付
を
受
け
た
ら
、
速
や
か
に

受
診
し
た
医
療
機
関
・
調
剤
薬
局
へ
連
絡
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
後
も
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
を
使
用
し
て
医
療
機

関
な
ど
を
受
診
し
て
い
る
場
合
は
、
か
か
っ

た
医
療
費（
仙
北
市
が
負
担
し
た
分
）を
返

納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
住
所
が

あ
る
市
町
村
で
発
行
す
る
た
め
、
仙
北
市

か
ら
転
出
の
手
続
き
を
す
る
と
仙
北
市
国

民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
た
だ
し
、
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
が
進
学
や
進
級
の
機
会
に

転
出
さ
れ
る
場
合
は
、
世
帯
主（
保
護
者
）

の
申
請
で
仙
北
市
の
保
険
証
を
発
行
で
き

ま
す
。
お
近
く
の
市
役
所
各
庁
舎
・
各
出
張

所
の
国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
進
学
に
よ
り
転
出
さ
れ
る
場
合
は

手
続
き
が
必
要
で
す

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課 

国
保
年
金
係（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
６

　
ま
た
、
前
年
も
同
様
の
手
続
き
を
し
て

い
た
方
に
は
、
関
係
書
類
を
世
帯
主
あ
て

に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
更
新
ま
た
は

非
該
当
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

●�

手
続
き
に
必
要
な
も
の
／

 

▼
学
生
本
人
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

 

▼�

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し（
進

学
の
方
は
、
４
月
以
降
に
提
出
く
だ
さ

い
）

 
▼
世
帯
主
の
認
印

４
月
に
高
校
な
ど
へ
入
学
す
る
、

ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭
で

３
月
に
高
校
な
ど
を
卒
業
す
る
方
へ

　
現
在
、
有
効
期
限
が
３
月
31
日
ま
で
の

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で

も
、
新
た
に
別
の
区
分
に
該
当
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
仙
北
市
に
住
所
が
あ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
～
３
級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
を
お

持
ち
の
方
は
障
が
い
者
の
区
分
で
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
15
歳
以
上（
高
校
生
以
上
）18

歳
ま
で（
高
校
な
ど
を
卒
業
ま
で
）の
方

に
つ
い
て
は
ひ
と
り
親
家
庭
の
区
分
で
、

引
き
続
き
福
祉
医
療
に
該
当
す
る
旨
の
通

知
を
対
象
者
に
郵
送
し
ま
す
。

　
通
知
が
届
い
た
方
は
、
お
近
く
の
市
役

所
各
庁
舎
・
各
出
張
所
で
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。
申
請
い
た
だ
い
た
月
の
月
初
め

か
ら
新
た
な
区
分
で
福
祉
医
療
に
該
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を

お
持
ち
で
な
い
方
で
、
右
記
障
が
い
者
の

区
分
ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭
の
区
分
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方（
ひ
と
り
親
家
庭

の
区
分
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）や
、

そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
る
方
は
、
市
民
生

活
課
国
保
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

福
祉
医
療
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課 

国
保
年
金
係

（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
６

現
在
、
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
へ

　
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
届
出
が
必
要

で
す
。

●�

届
出
が
必
要
な
場
合
／

 

▼��

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
が
変
わ
っ

た
と
き

 

▼��

住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

 

▼��

ひ
と
り
親
家
庭
で
は
な
く
な
っ
た
と
き

（
事
実
婚
含
む
）

 

▼��

転
出
、
死
亡
し
た
と
き

 

▼��

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
の
等
級

が
変
わ
っ
た
と
き

 

▼��

受
給
者
証
を
紛
失
、
汚
損
、
破
損
し
た

と
き

 

▼��

受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
と
き

　
健
康
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳（
障
が
い
者
の
区
分
で
該
当

し
て
い
る
方
）、
受
給
者
証
、
認
印
を
お

持
ち
の
う
え
、
お
近
く
の
市
役
所
各
庁
舎
・

各
出
張
所
の
国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口
へ

届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　市内に住宅を新築または建売住宅
を購入する子育て世帯や45歳以下の
夫婦の定住・移住を応援するため、①
の補助金を交付します。
　令和２年度内に住宅を取得する予
定の方は、②の提出書類などにより、
期限までに必要書類を提出してくだ
さい。
　提出書類は、仙北市ホームペー
ジ（https://www.city.semboku.
akita.jp/egukite/jisedai_teijyu.
html）に掲載しているほか、地方創
生・総合戦略室、角館・西
木地域センターに設置し
ています。

着工・完成時期 提出書類 提出期限 添付書類

令和２年3月31日以前
に工事に着手し、令和
２年度内に工事が完了
し登記が完了する方

実施計画書
令和2年

3月31日までの
工事着手前に

▼工事請負契約書または売買契約書の写し

▼工事内訳明細書の写し

▼工事概要がわかる図（案内図、配置図、平面図など）

交付申請書
令和2年
4月1日以降
速やかに

▼定住誓約書（様式第2号）

▼世帯全員の住民票（世帯主と続柄を省略しないもの）

▼ �世帯全員の市区町村税の滞納がないことを証する
書類

▼ �世帯全員の戸籍の附票（移住世帯に該当しない場合
は不要）

令和2年4月1日以降
に工事に着手し、令和
2年度内に工事が完了
し登記が完了する方

意向調査票 令和2年
3月31日まで

交付申請書
令和2年

4月1日以降の
工事着手前に

▼工事請負契約書または売買契約書の写し

▼工事内訳明細書の写し

▼工事概要がわかる図（案内図、配置図、平面図など）

▼定住誓約書（様式第2号）

▼世帯全員の住民票（世帯主と続柄を省略しないもの）

▼ �世帯全員の市区町村税の滞納がないことを証する
書類

▼ �世帯全員の戸籍の附票（移住世帯に該当しない場合
は不要）

2

補助対象 補助の種類 補助金額など 補助限度額

新築または
建売住宅の
取得

定住世帯 1世帯　40万円

移住世帯 1世帯　60万円

子育て加算
18歳以下の子どもや高
校などに在学する子ど
も 1人につき 10万円

1世帯
20万円

市内施工
業者加算

市内施工業者が工事を
行う場合10万円

1

※本事業に関する令和2年度の予算の確定は議会の可決後になります。当該予算の議
決が得られなかった場合、やむをえず制度を変更する可能性がありますのでご了承
ください。

育て世帯などのマイホーム取得を支援します
（次世代定住支援事業補助金）子 【問合せ】地方創生・総合戦略室

（田沢湖庁舎） ☎（43）3315

補助金の額

提出書類など

詳しくはこちら
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information市 役所からのお知らせ ▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　https://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

　
今
後
、
森
林
所
有
者
の
方
々
へ
意
向
調
査
と

制
度
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
森
林
経
営
管
理
制
度
と
は
、
手
入
れ
が
行
き

届
い
て
い
な
い
森
林
を
市
が
所
有
者
に
か
わ
っ

て
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

森
林
経
営
管
理
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

【
問
合
せ
】農
林
整
備
課

（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
０
７

　
温
泉
入
浴
前
後
に
パ
ソ
コ
ン
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
回
答
、
疲
労
ス
ト
レ
ス
測
定
器
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
測
定
5
回
分
で
、
入
浴
無
料
券
が
当
た
る

抽
選
に
参
加
で
き
ま
す
。
入
浴
前
後
で
2
枚
1

組
の
ス
ト
レ
ス
測
定
器
結
果
票
5
組（
10
枚
）を

貯
め
て
抽
選
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
抽
選
会
当
日
は
、
保
健
師
に
よ
る
健
康
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
健
師
に
よ
る
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
と

ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
５

●�

日
時
・
場
所
／

 

▼�

３
月
25
日
㈬ 

11
時
～
12
時
・
ア
ル

パ
こ
ま
く
さ

 

▼�

３
月
25
日
㈬ 

14
時
～
16
時
・
角
館

温
泉 

花
葉
館

 

▼�

３
月
26
日
㈭ 

10
時
～
12
時
・
西
木

温
泉 

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ 

ク
リ
オ
ン

 

▼�

３
月
26
日
㈭ 

14
時
～
16
時
・
市
民

浴
場 

東
風
の
湯

▼
午
後
の
部 

13
時
～
16
時

●
相
談
場
所
／
仙
北
市
役
所 

田
沢
湖
庁
舎
・
仙

北
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

※
田
沢
湖
庁
舎
の
場
合
は
、
税
務
課
の
窓
口
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●�

そ
の
他
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
市
役
所
職
員
の

マ
ス
ク
着
用
・
手
洗
い
・
う
が
い
な
ど
を
励
行

し
て
い
ま
す
。
来
場
を
予
定
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
感
染
予
防
・
拡
大

防
止
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
リ
ス
ク
を
考

慮
し
、
市
県
民
税
の
申
告
期
限
を
4
月
16
日
㈭

ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
ま
た
、
3
月
17
日
㈫
よ
り
会
場
を
限
定
し
て

申
告
相
談
会
を
継
続
し
ま
す
。

　
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
期
間
／
3
月
17
日
㈫
～
４
月
16
日
㈭

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

※
仙
北
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
3
月
30
日
㈪
～

4
月
3
日
㈮
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

●
受
付
時
間
／ 

▼
午
前
の
部 

9
時
～
11
時
30
分 

市
県
民
税
の
申
告
期
限
の

延
長
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】税
務
課

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
７

【
ポ
イ
ン
ト
２
】 

納
期
限
ご
と
に
金
融
機
関

な
ど
へ
出
向
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

【
ポ
イ
ン
ト
３
】 

現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が

な
い
た
め
、
安
全
で
す
。

●
利
用
で
き
る
税（
料
）目
／
市
県
民
税（
普

通
徴
収
）、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料

●
取
扱
い
金
融
機
関
／
秋
田
銀
行
、
北
都

銀
行
、
羽
後
信
用
金
庫
、
東
北
労
働
金

庫
、
秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同
組
合
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）

　

市
税
の
納
付
に

は
口
座
振
替
が
便

利
で
安
心
で
す
。

納
付
書
で
納
付
さ

れ
て
い
る
方
は
ぜ

ひ
口
座
振
替
へ
の

切
り
替
え
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　
手
続
き
に
つ
い
て
は
下
記
の
取
扱
い
金

融
機
関
、
税
務
課
ま
た
は
角
館
・
西
木
地

域
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
ポ
イ
ン
ト
１
】 

納
期
限
日
に
自
動
的
に
引

き
落
と
し
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
心
配

が
あ
り
ま
せ
ん
。

市
税
の
納
付
は

ぜ
ひ
口
座
振
替
を
！

【
問
合
せ
】税
務
課

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
７

●
日
時
／
3
月
30
日
㈪ 

17
時
15
分
～
19
時

⚠

月
末
開
設
で
は
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ

　

 

さ
い
！

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
収
納
推
進
課
、
税
務
課
、
角
館
・

西
木
地
域
セ
ン
タ
ー（
正
面
玄
関
か
ら

お
入
り
く
だ
さ
い
）

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

各
金
融
機
関
ま
た
は
、
市
役
所
税
務
課
、
各

地
域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
お
よ
び
各
種

料
金
な
ど
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

の
た
め
に
夜
間
納
税
・
各
種
料
金
納
付
窓

口
を
開
設
し
ま
す（
各
種
料
金
に
つ
い
て

は
、
納
付
書
持
参
を
原
則
と
す
る
た
め
、

納
付
書
を
持
参
し
て
い
な
い
場
合
は
お
受

け
取
り
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
）。

　
ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
な
ど
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
あ
わ
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

夜
間
納
税
・
納
付
窓
口
を

開
設
し
ま
す

【
問
合
せ
】収
納
推
進
課 

収
納
推
進
係

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
２
３

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

防
ぐ
た
め
、
3
月
28
日
㈯
に
予
定
し
て
い

た「
市
税
な
ど
の
滞
納
に
よ
る
差
押
物
品
の

公
売
会
」を
延
期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
税
な
ど
の
滞
納
に
よ
る
差
押
物
品
の

公
売
会
の
延
期
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】収
納
推
進
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）１
１
２
３

　
ま
た
下
見（
３
月
23
日
㈪
～
27
日
㈮
ま

で
）も
同
様
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

※�

再
度
、
公
売
会
を
開
催
す
る
際
に
は
広
報
、

仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
将
来
的
に
も
使
わ
な
い
空
き
家
を
貸
し

た
い
、
売
り
た
い
と
考
え
て
い
る
方
、
ま

た
移
住
・
定
住
や
定
期
的
な
滞
在
の
た
め

に
空
き
家
を
お
探
し
の
方
は
、
空
き
家
情

報
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

　
住
む
家
を
探
し
て
い
る
方
、
移
住
を
検

討
し
て
い
る
方
、
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い

方
か
ら
要
望
の
多
い「
居
住
の
場
と
し
て

提
供
で
き
る
空
き
家
」を
お
持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
へ
ご
登
録
く

だ
さ
い
。
登
録
物
件
の
情
報
は
、
仙
北
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.city.

sem
boku.akita.jp/egukite/index.

htm
l

）ま
た
は
地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室

で
の
台
帳
閲
覧
に
よ
り
公
開
し
、
利
用
希

望
者
に
情
報
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
仙
北
市
で
は
、
市
内
の
空
き
家
を
有
効

活
用
し
て
、
定
住
促
進
と
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

仙北市空き家情報バンクは、❷事前に利用登録された方に❸物件の詳細な情報を
お知らせします。内覧を希望される場合は、市役所職員が所有者と日程を調整し、
現地をご案内します。❹売買または賃貸を希望する場合は、❻当事者間で交渉・契
約をしていただきます。市役所は、交渉・契約に関する仲介は行いません。

  

空
き
家
所
有
者

  

空
き
家
利
用
希
望
者

  

空
き
家

  

情
報
バ
ン
ク

空き家登録
申し込み

空き家利用希望者
　申し込み

売買・賃貸の交渉・契約

１ ２
情報提供 ３

連　絡 ５ 購入・賃貸希望４

６

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
５

現地案内・助言

疲労ストレス測定器の結果を、22 ページに掲載し
ています。

↑　↑
登録物件の情報

　
仙
北
市
で
は
、
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
お
よ
び
生
活
習
慣
病
予
防

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
国
民

健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
の
方
に
人
間
ド
ッ
ク
受

診
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
／

【
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
】

 

▼�

仙
北
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
、
35
歳
以
上
75
歳
未
満（
後

期
高
齢
者
医
療
対
象
者
を
除
く
）

の
方

 

▼�

前
年
度
ま
で
の
国
保
税
を
完
納
さ

れ
て
い
る
方

 

▼�

特
定
健
診（
保
健
課
か
ら
配
布
さ

れ
て
い
る
受
診
券
で
受
診
す
る
集

団
健
診
ま
た
は
医
療
機
関
健
診
）

を
受
診
し
て
い
な
い
、
ま
た
は
受

診
を
予
定
し
て
い
な
い
方

【
後
期
高
齢
者
の

人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
】

 

▼�

仙
北
市
に
住
所
が
あ
る
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
で
、
当
該
年

度
に
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成

を
受
け
て
い
な
い
方

 

▼�

前
年
度
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

 

▼�

後
期
高
齢
者
健
診（
保
健
課
か
ら
配

布
さ
れ
て
い
る
受
診
券
で
受
診
す

人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

《
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
》

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課 

国
保
年
金
係（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
６

る
集
団
健
診
ま
た
は
医
療
機
関
健

診
）を
受
診
し
て
い
な
い
、
ま
た
は

受
診
を
予
定
し
て
い
な
い
方

●�

助
成
金
額
／
ど
ち
ら
の
人
間
ド
ッ

ク
受
診
も
２
万
１
０
０
０
円
を
限

度
額（
年
度
内
１
回
の
み
）

●�

助
成
医
療
機
関
／
市
立
角
館
総
合

病
院
・
市
立
田
沢
湖
病
院
・
大
曲
厚

生
医
療
セ
ン
タ
ー

●�

申
請
受
付
期
間
／
４
月
１
日
㈬
～

令
和
３
年
３
月
31
日
㈬

※�

申
請
す
る
方
は
、
事
前
に
助
成
医
療
機

関
に
予
約
を
し
て
か
ら
助
成
金
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
受
診
日
の

確
認
を
し
ま
す
。

●�

申
請
受
付
場
所
／
市
役
所
各
庁
舎
、

各
出
張
所
の
国
保
担
当
窓
口

●�

持
参
す
る
も
の
／
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
、
印
鑑

※�

申
請
を
し
な
い
で
助
成
医
療
機
関
で
の

人
間
ド
ッ
ク
受
診
を
し
て
費
用
を
支

払
っ
た
場
合
は
、
当
該
年
度
内
に
申
請

す
れ
ば
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、
領
収
書
、
印
鑑
、
金
融
機
関

の
通
帳
、
受
診
結
果（
お
手
元
に
あ
る

場
合
）を
持
参
し
て
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
助
成
を
受
け
た
方

は
、
特
定
健
診
ま
た
は
後
期
高
齢
者
健

診
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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保
健

と

の

健
康

掲
示
板

妊
娠

出
産

乳
幼
児
期

フィンランド語で「相談する場所」が日本語に近
い意味。フィンランドでは、「ネウボラ」として、
かかりつけの担当者や専門職が、妊娠期から就学
期まで切れ目なくサポートしています。

ネ ウボ ラ っ て？
仙北市ホームページ
はコチラ！

な
な い

ろ通信

仙北市
版ネウボラ

子育
て世

代包括支援センター

【電話相談／仙北市保健課】《固定電話》 ☎ 55-1112　《携帯電話》 　 080-2813-0835

 　
離
乳
食
が
完
了
し
幼
児
食
へ
と
進
む
１
歳
６
か
月
か

ら
の
食
生
活
は
将
来
の
食
習
慣
の
基
礎
が
作
ら
れ
る
大

切
な
時
期
で
す
。

　
こ
の
時
期
は
好
き
嫌
い
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、一
過
性
の
こ
と
が
多
い
た
め
、好
き
嫌
い
と
決
め
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
取
り
入
れ
て
、
様
々
な
味
や
料
理

に
親
し
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
時
に
は
、
次
の
よ
う
な

子
ど
も
が
喜
ぶ
料
理
の
工
夫
を
す
る
こ
と
も
お
す
す
め

し
ま
す
。 子

ど
も

喜
ぶ
料
理
の
工
夫

が

～
幼
児
食
～

　
幼
児
期
の
子
ど
も
は
体
格
や
食

欲
に
個
人
差
が
大
き
く
、
食
べ
る

量
に
も
ム
ラ
が
あ
っ
た
り
、
好
き

嫌
い
な
ど
で
悩
む
こ
と
も
多
い
時

期
で
す
。
ま
だ
ま
だ
食
事
の
経
験

が
少
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
食

品
や
料
理
が
味
わ
え
る
よ
う
に
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
何
で
も
食
べ
る
元
気
な
子
ど
も

に
育
つ
よ
う
、
家
族
み
ん
な
で
食

卓
を
囲
み
、
楽
し
い
食
事
の
時
間

を
過
ご
し
な
が
ら
、
よ
い
食
習
慣

が
身
に
つ
く
よ
う
に
家
族
全
員
で

心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

乳
幼
児
健
診
や
相
談
の
際
に
、

栄
養
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
が
あ

り
ま
す
。
離
乳
食
や
幼
児
食
に
つ

い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
ご
相
談
も
可
能
で
す
。

ま
と
め

赤 黄
緑

白
黒

トマト、にんじん、肉、ハム かぼちゃ、パプリカ、じゃ
がいも、卵

キャベツ、ほうれんそう、
きゅうり、ブロッコリー

ごはん、パン、魚、牛
乳、豆腐

のり、わかめ、きのこ、
ごま、ひじき

ポ
イ
ン
ト
①

 

切
り
方
や
盛
り
付
け
を
工
夫
す
る

▼�

お
に
ぎ
り
：
食
べ
や
す
い
形
に
整
え
、
の
り

で
巻
く
。
か
わ
い
い
模
様
を
の
り
や
ふ
り
か

け
で
描
く
。

▼�

抜
き
型
：
星
や
ハ
ー
ト
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

形
に
仕
上
げ
る
。

▼�

ウ
ィ
ン
ナ
ー
：
は
し
を
切
っ
て
タ
コ
や
カ
ニ
の
形
に

す
る
。

ポ
イ
ン
ト
②

 

手
づ
か
み
し
や
す
い
工
夫
を

▼�

野
菜
な
ど
一
口
大
に
切
っ
て
楊
枝
や
ス
テ
ィ
ッ
ク
に

刺
し
て
食
べ
や
す
く
す
る
。

⚠�

楊
枝
や
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
遊
ん
だ
り
、
持
っ
て
歩
き
回

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
薄
切
り
肉
で
野
菜
を
ま
く
。

ポ
イ
ン
ト
③

 

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
変
え
て
み
る

▼�

お
弁
当
を
持
っ
て
外
で
食
べ
た
り
、
お
友
だ
ち
と
一

緒
に
食
べ
る
。

▼
食
器
を
変
え
て
み
る
。

ポ
イ
ン
ト
④

 

彩
り
を
よ
く
す
る

　
赤
、
黄
、
緑
、
黒
、
白
な
ど
彩
り
の
よ
い
食
事
を
心

が
け
る
こ
と
で
食
欲
を
増
進
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
と

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
喜
ぶ
料
理
の
工
夫

〈
例
〉

問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

　糖尿病初期の段階では自覚症状はありません。高血
糖を放置していると、血管がダメージを受け、血管の
老化である動脈硬化が進みます。その結果心臓病や腎
臓病、失明など深刻な合併症がおこります。糖尿病の
予防・改善のためには食事や運動などの生活習慣を見直
し、高血糖状態を解消することが大切です。
　糖尿病をはじめとする生活習慣病は食事や運動な
ど生活習慣の改善で予防・改善することができます。
まずはできることから始めてみませんか？

　　食事のポイント！

健康ワ
ンポイ

ント

必見！糖尿病の予防と改善方法

1日3食規則正しく食べる
　食事を抜くと次の食事の食後血糖が上がりやすくな
ります。決まった時間に３食食べることで血糖値が安
定します。

バランスよく食べる
　ご飯や麺類、パンなどの炭水化物だ
けの食事ですまさずに、魚や肉、卵、
豆腐などのたんぱく質を多く含む食品
や野菜を組み合わせた食事をとりましょう。主食・主菜・
副菜をそろえたバランスのよい食事にして、野菜料理
から先によく噛んで食べると、血糖値の上昇がゆるや
かになります。

間食のとり方に注意
　菓子類や甘い飲み物には糖分が多く含まれ、とりす
ぎは高血糖を招きます。間食をとるなら日中の決まっ
た時間に量を決めて食べることをおすすめします。

　　運動のポイント！

運動習慣を身につける
　運動は脂肪を燃やし肥満を予防・改善
するだけでなく、インスリンの働きを高
め、血糖値を下げる効果があります。
　運動習慣のない方は、まずは1日10分
体を動かす時間を作りましょう。家事、掃除などの日
常生活の中で体を動かすことも大切です。

　高齢者は一般に様々な感染症に対しての抵抗力が弱いうえに、集団
生活ですので、感染が広がりやすいという心配があります。
　今回の新型コロナウイルス感染症の拡大に対して、にしき園では感
染症対策委員会の主導で、予防・感染防止のため、特に職員は出勤前の
検温や手洗い・消毒を徹底し、人混みを避けるなど外部からウイルスを
持ち込まないための対策をとっております。
　また、にしき園は医師・看護師が常駐して
いる施設ですので、ご利用者の皆さまには
安心してお過ごしいただけるよう毎日の検
温や健康状態の確認を行い、異状を早期発
見して、対応できるよう努めております。
　早く終息に向かってほしいと願っており
ます。

【利用者の状況】
12月末 89人

1月入所 11人
1月退所 7人

1月末 93人
平均要介護度  3.0

感染症対策のためしばら
くの間、施設見学・面会
などをご遠慮いただいて
います。

にしき園だより
問  にしき園　☎47-3211

　にしき園は加齢や病気などで心身機能の衰えた方にリハビリなどを施
し、寝たきりを防いで生活機能の維持向上・在宅復帰をめざす施設です

消毒をしっかり行います。

－　第3号　－

にしき園の新型コロナウイルス対策について
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生
涯

学
び

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に学

習
生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

第101
号

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち

《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》

教育委員会 教育総務課内　北浦教育文化研究所  ☎43-3387KITAURA №101

神
代
小
学
校

今
年
も
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
！

　
生
涯
学
習
活
動
紹
介

　
西
明
寺
小
学
校
で
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
一
環
と
し
て
、
特
別
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
企
業
の
社
長
で
あ
る
島
川

祥
さ
ん
が
、
５
年
生
に
向
け
て
、

人
生
を
幸
せ
に
送
る
コ
ツ
は「
ど

ん
な
小
さ
な
こ
と
に
も‶

あ
り
が

と
う
”と
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ

こ
と
。
夢
に
向
か
っ
て
ど
の
よ
う

に
生
き
て
い
く
の
か
、
そ
の
ゴ
ー

ル
を
見
続
け
る
こ
と
。
夢
は
自
分

の
た
め
の
も
の
だ
が
、
そ
れ
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
他
人
や
社
会
の

た
め
に
な
る「
志
」に
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

  

授
業
を
受
け
た
、
杉
宮
結
生
希

さ
ん
は
、「
自
分
に
何
が
で
き
る
か
、

そ
の
で
き
る
こ
と
を
使
っ
て
他
人

や
社
会
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は

何
な
の
か
を
考
え
、
将
来
そ
れ
を

実
行
し
た
い
」と
力
強
く
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
で
社
会

全
体
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
に
気
づ

か
せ
て
く
れ
た
授
業
で
し
た
。

地域の偉人も「志」を持っていました。

　
２
月
21
日
、
白
岩
小
学
校
で
は

「
お
話
コ
ン
サ
ー
ト
」が
開
か
れ
ま

し
た
。
６
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
を
迎
え
て
、
全
校
児
童
66

人
と
先
生
方
が
音
楽
室
に
入
る
と

満
員
御
礼
の
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に

な
り
ま
し
た
。

　
初
め
は
手
話
を
つ
け
て
み
ん
な

で「
四
季
の
歌
」を
歌
い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
手
話
に
一
生
懸
命
で

ま
だ
声
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

後
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ「
名
ま
え
の
な
い
ね
こ
」、

昔
話「
ぼ
た
も
ち
と
か
え
る
」、
エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー「
金
の
ガ
チ
ョ

ウ
」、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ「
早

春
賦
」「
春
よ
来
い
」、
朗
読「
か
え

る
く
ん
と
が
ま
く
ん
」、
歌
と
ダ
ン

ス「
パ
プ
リ
カ
」で
し
た
。
お
話
に

ぐ
っ
と
引
き
込
ま
れ
、
ご
く
り
と

つ
ば
を
飲
み
込
む
よ
う
に
聞
き
入

る
子
ど
も
た
ち
。
笑
顔
を
交
え
て
、

包
み
込
む
よ
う
に
お
話
の
世
界
に

子
ど
も
た
ち
を
導
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
は
、
い
つ
も
豊
か
な
時

間
を
創
り
出
し
て
く
れ
ま
す
。

　

６
年
生
の
草
彅
徹
平
さ
ん
は
、

「
い
つ
も
い
ろ
い
ろ
な
演
奏
や
お
話

が
あ
っ
て
楽
し
い
。
僕
は
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。
知
っ
て
い
る
話
で
も
別
の
雰

囲
気
が
楽
し
め
る
」と
感
想
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

いらっしゃいませ、どれにしますか？

昔、あるところに…、お話が始まります。

応
募
締
め
切
り
迫
る
！

令 

和
２
年
度

仙
北
市
公
民
大
学

新
規
入
学
生
募
集

　
仙
北
市
公
民
大
学
の
令
和
２
年
度
新
規
入

学
生
の
応
募
締
め
切
り
が
間
近
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

生
涯
学
習
を
通
じ
て
、
と
も
に
学
び
、
楽

し
く
集
い
、
喜
び
と
生
き
が
い
を
見
い
出
す

こ
と
を
目
的
と
す
る
仙
北
市
公
民
大
学
で
は
、

令
和
２
年
度
の
新
規
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
学
科
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報

３
月
１
日
号
生
涯
学
習
の
ペ
ー
ジ（
16
ペ
ー

ジ
）や
最
寄
り
の
公
民
館
に
あ
る
申
込
書
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
仙
北
市
公
民
大
学
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
対
象
／
仙
北
市
民

●�

募
集
学
科
／
郷
土
研
究
学
科
、
園
芸
学
科
、

書
道
学
科
、
陶
芸
学
科
、
社
会
学
科

●
申
込
期
限
／
３
月
24
日
㈫
ま
で

※�

最
寄
り
の
公
民
館
窓
口
に
設
置
し
て
い
る
申
込
書

に
、
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●�

そ
の
他
／
申
込
者
に
は
、
４
月
中
旬
頃「
入

学
式
の
案
内
」を
送
付
し
ま
す
。
受
講
開
始

日
や
費
用
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
４
月

下
旬
予
定
の
入
学
式
で
ご
案
内
し
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
公
民
大
学
事
務
局（
角
館

公
民
館
内
）

初
め
て
の
挑
戦
！

　

エ 

コ
ク
ラ
フ
ト
教
室

　
西
木
公
民
館
で
は
、
１
月
９
日
か
ら
６
回

に
わ
た
り
、
初
心
者
向
け
の
エ
コ
ク
ラ
フ
ト

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
で

は
、
講
師
の
荒
木
和
子
氏
が
一
人
ひ
と
り
の

進
捗
状
況
や
技
術
に
合
わ
せ
た
指
導
を
し

て
い
ま
す
。
教
室
は
、
隔
週
木
曜
日
に
行
わ

れ
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
の
作
品
の

上
達
ぶ
り
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

　

来
年
度
も
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室
を
開
催

予
定
で
す
。
今
回
教
室
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
方
も
次
回
の
開
催
を
楽
し
み
に
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

力
作
が
勢
揃
い

第 

９
回

仙
北
市
総
合
美
術
展
開
催

一人ひとりに合わせた丁寧な指導。

新緑の奥入瀬（故髙田文雄氏作）。

　
２
月
10
日
、
タ
カ
ヤ
ナ
ギ 

ワ
ン
ダ
ー

モ
ー
ル
店
に
お
い
て
、
神
代
小
学
校
３
年

生
が「
い
ぶ
り
大
根
」の
販
売
を
行
い
ま

し
た
。

　
神
代
小
学
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
で
３
年
生
が「
い
ぶ
り
大
根
」の
生

産
か
ら
販
売
ま
で
を
体
験
し
て
い
ま
す
。

神
代
地
域
運
営
体
の
皆
さ
ん
の
力
を
借
り

て
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
手
で
大
根
の

種
を
ま
く
と
こ
ろ
か
ら
収
穫
ま
で
手
を
か

け
ま
す
。
そ
の
大
根
を
燻
す
～
漬
け
る
～

樽
出
し
～
プ
レ
ス
加
工（
真
空
パ
ッ
ク
詰

め
）～
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
～
袋
詰
め

と
、
商
品
と
し
て
並
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま

で
す
べ
て
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　
代
表
の
子
ど
も
が
店
内
に
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
入
れ
る
と
、「
い
ぶ
り
大
根
」は
次
々
と

売
れ
て
い
き
、
担
当
の
子
ど
も
は
大
忙
し

で
す
。
試
食
の
が
っ
こ
を
差
し
出
し
た
り
、

店
内
を
巡
っ
て「
神
代
小
が
っ
こ
、
売
っ

て
ま
ー
す
」「
お
い
し
い
で
す
よ
～
」と
呼

び
か
け
を
し
た
り
客
寄
せ
も
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。

　
今
回
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
に
も

白
岩
小
学
校

ラ
ス
ト 

コ
ン
サ
ー
ト

西
明
寺
小
学
校

人
生
経
営
の
社
長
に

注
目
し
て
も
ら
お
う
と
、
プ
ロ
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
か
ら
特
別
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
思

い
お
も
い
の
ア
イ
デ
ア
で
彩
ら
れ
た
外
装

は
お
客
さ
ん
た
ち
の
目
を
引
い
て
い
ま
し

た
。

　
松
橋
勇
羽
さ
ん
は「
い
っ
ぱ
い
売
れ
て

よ
か
っ
た
。
僕
は
お
つ
り
の
計
算
が
大
変

だ
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

津
嶋
柚
汰
さ
ん
は「（
神
代
小
が
っ
こ
と
一

緒
に
）声
を
か
け
て
ひ
ま
わ
り
の
種
を
売

る
の
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
慣

れ
た
の
で
よ
か
っ
た
」と
楽
し
そ
う
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
お
知
ら
せ

真剣に教わる眼差し。

力作に見入っています。

活
動
を
し
て
い
る
１
５
２
人
と
２
団
体
の

方
々
か
ら
、
写
真
や
書
な
ど
１
６
６
点
が
出

品
さ
れ
、
過
去
最
高
と
な
る
６
８
７
人
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
美
術
展
で
は
、
昨
年
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
美
術
展
初
代
実
行
委
員
長
、
髙
田

文
雄
氏
の
追
悼
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
第
１
回
の
ポ
ス
タ
ー
に
も
な
っ

た「
新
緑
の
奥
入
瀬
」の
ほ
か
２
作
品
が
展

示
さ
れ
、
作
品
を
前
に
髙
田
氏
と
の
思
い
出

話
で
故
人
を
偲
ん
で
い
る
方
々
も
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
か

ら
16
日
ま
で
、

「
第
９
回
仙
北
市

総
合
美
術
展
」

が
角
館
町
平
福

記
念
美
術
館
を

会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
美

術
展
に
は
、
市

内
で
芸
術
文
化

か
わ
い
い
人
形
が
で
き
ま
し
た

　

編 

み
ぐ
る
み
教
室

　
田
沢
湖
公
民
館
で
は
２

月
６
日
か
ら
４
回
に
わ
た

り
、
編
み
ぐ
る
み
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。
教
室
で

は
、
講
師
の
小
松
龍
子
氏

か
ら
編
み
方
の
コ
ツ
を
教
わ
っ
た
り
、
ま
た

受
講
者
同
士
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
が
ら
、

楽
し
く
和
や
か
な
雰
囲
気
で
受
講
者
は
そ

れ
ぞ
れ
の
毛
糸
を
編
み
、
自
分
だ
け
の
可
愛

ら
し
い
編
み
ぐ
る
み
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
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便名 ▲1 2 3 4 ▲5
発 /着 循環　角館駅前
角館駅前 ▲7:15 8:30 11:30 14:45 ▲16:00
大塚 － 8:33 11:33 14:48 ▲16:03

岩瀬住宅前 － 8:34 11:34 14:49 ▲16:04
市立病院前 － 8:35 11:35 14:50 ▲16:05
岩瀬住宅前 － － 11:36 14:51 ▲16:06
大塚 － － 11:37 14:52 ▲16:07
田町下丁 － 8:37 11:38 14:53 ▲16:08
西宮家前 － 8:38 11:39 14:54 ▲16:09
駅通り － － 11:40 14:55 ▲16:10
下菅沢 ▲7:17 － 11:42 14:57 ▲16:12
駅東公園前 ▲7:19 － 11:44 14:59 ▲16:14

ワンダーモール前 ▲7:23 － 11:46 15:01 ▲16:17
上菅沢 ▲7:24 － 11:47 15:02 ▲16:18
水ノ目沢 ▲7:25 － － － －
角館駅前 － － 11:49 15:04 ▲16:20
駅通り － － 11:50 15:05 ▲16:21
立町 － 8:39 11:51 15:06 ▲16:22
中町 － 8:40 11:52 15:07 ▲16:23

横町十文字 ▲7:27 8:41 11:53 15:08 ▲16:24
中学校前 ▲7:28 8:43 11:55 15:10 ▲16:26
よねや前 － － 11:56 15:11 ▲16:27
小学校前 ▲7:31 － － ▲15:13 ▲16:29
警察署前 ▲7:32 8:44 11:57 15:14 ▲16:30
荒屋敷 ▲7:33 8:45 11:58 15:15 ▲16:31
田頭 ▲7:35 8:47 12:00 15:17 ▲16:33
碇 ▲7:37 8:49 12:02 15:19 ▲16:35
大畑 ▲7:40 8:52 12:05 15:22 ▲16:38
大瀬蔵野 ▲7:44 8:55 12:08 15:25 ▲16:41

下延コミュニティーセンター前 ▲7:45 8:57 12:10 15:27 ▲16:43
下延橋 ▲7:46 8:58 12:11 15:28 ▲16:44
竹市 ▲7:47 8:59 12:12 15:29 ▲16:45
切欠田 ▲7:49 9:01 12:14 15:31 ▲16:47
内山 ▲7:51 9:03 12:16 15:33 ▲16:49
八割西村 ▲7:53 9:05 12:18 15:35 ▲16:51
八割東村 ▲7:54 9:06 12:19 15:36 ▲16:52
西保育園前 ▲7:55 9:07 12:20 15:37 ▲16:53
下町屋 ▲7:56 9:08 12:21 15:38 ▲16:54
荒屋敷 ▲7:58 9:10 12:23 15:40 ▲16:56
警察署前 ▲7:59 9:11 12:24 15:41 ▲16:57
小学校前 ▲8:02 － － － －
よねや前 － 9:12 12:25 15:42 －
中学校前 ▲8:03 9:13 12:26 － －
横町十文字 ▲8:04 9:15 12:28 － －
中町 ▲8:05 9:16 12:29 － －
立町 ▲8:06 9:17 12:30 － －
高校角 ▲8:07 9:18 12:31 － －
大塚 ▲8:09 9:20 12:33 － －

岩瀬住宅前 ▲8:10 9:21 12:34 － －
市立病院前 ▲8:12 9:22 12:35 15:44 ▲17:00
岩瀬住宅前 － 9:24 12:37 15:45 ▲17:01
大塚 － 9:25 12:38 15:46 ▲17:02
田町下丁 ▲8:15 9:27 12:40 15:47 ▲17:03
西宮家前 ▲8:16 9:28 12:41 15:48 ▲17:04
駅通り ▲8:17 9:29 12:42 15:49 ▲17:05
上菅沢 － 9:31 12:44 － －

ワンダーモール前 － 9:32 12:46 － －
駅東公園前 － 9:33 12:47 － －
下菅沢 － 9:35 12:49 － －
角館駅前 ▲8:18 9:37 12:51 15:50 ▲17:06

※
荒
屋
敷
よ
り
下
延
・
八
割
方
面
は
フ
リ
ー
乗
降
区
間
で
す
。

便名 ▲1 2 3 4 ▲5 6
発 /着 循環　角館駅前
角館駅前 ▲7:15 8:30 10:35 12:20 ▲15:20 16:05
田町下丁 － － 10:37 12:22 ▲15:22 －
西宮家前 － － 10:38 12:23 ▲15:23 －
駅通り － － 10:39 12:24 － －
下菅沢 ▲7:17 8:32 10:41 12:26 － 16:07

菅沢ニュータウン ▲7:21 8:34 10:43 12:28 － －
菅沢団地 ▲7:24 8:35 10:44 12:29 － －
駅東公園前 － 8:38 10:46 12:31 － 16:10

ワンダーモール前 － 8:40 10:47 12:32 － 16:11
上菅沢 ▲7:26 8:41 10:48 12:33 － 16:12
角館駅前 － 8:43 － 12:35 － 16:14
駅通り － 8:44 － 12:36 － 16:15
水ノ目沢 ▲7:27 － － － － －
立町 － 8:45 － 12:37 ▲15:24 16:16
中町 － 8:46 － 12:38 ▲15:25 16:17

横町十文字 ▲7:29 8:47 10:50 12:39 ▲15:26 16:18
中学校前 ▲7:30 8:48 10:51 12:40 ▲15:27 16:19
よねや前 － － 10:52 12:41 ▲15:28 16:20
小学校前 ▲7:33 － － － ▲15:31 ▲16:23
市立病院前 ▲7:35 8:50 10:54 12:44 － 16:25
警察署前 ▲7:38 8:52 － 12:46 － 16:27
荒屋敷 ▲7:39 8:53 － 12:47 － 16:28
下町屋 ▲7:41 8:55 － 12:49 － 16:30
西保育園前 ▲7:42 8:56 － 12:50 － 16:31
八割東村 ▲7:44 8:58 － 12:52 － 16:33
八割西村 ▲7:46 9:00 － 12:54 － 16:35
西村会館 ▲7:47 9:01 － 12:55 － 16:36
大沢 ▲7:49 9:03 － 12:57 － 16:38
塩手沢 ▲7:51 9:05 － 12:59 － 16:40
鬼壁 ▲7:54 9:08 － 13:02 － 16:43
高森 ▲7:56 9:10 － 13:04 － 16:45
警察署前 ▲8:01 9:15 － 13:09 － 16:50
小学校前 ▲8:04 － － － － ▲16:51
よねや前 － 9:16 － 13:10 － 16:53
中学校前 ▲8:05 9:17 － 13:11 － 16:54
横町十文字 ▲8:06 9:18 － 13:12 － 16:55
中町 ▲8:07 9:19 － 13:13 － －
立町 ▲8:08 9:20 － 13:14 － －
高校角 ▲8:09 9:21 － 13:15 － －
大塚 ▲8:11 9:23 － 13:17 － －

岩瀬住宅前 ▲8:12 9:24 － 13:18 － －
市立病院前 ▲8:14 9:26 － 13:20 ▲15:33 －
岩瀬住宅前 ▲8:15 9:28 10:55 13:22 ▲15:34 －
大塚 ▲8:16 9:29 10:56 13:23 ▲15:35 －
田町下丁 ▲8:17 9:30 10:57 13:24 ▲15:36 －
西宮家前 ▲8:18 9:31 10:58 13:25 ▲15:37 －
駅通り ▲8:19 9:32 － 13:26 － －
立町 － － 10:59 － ▲15:38 －
中町 － － 11:00 － ▲15:39 －
水ノ目沢 － － － － ▲15:40 ▲16:57
上菅沢 － 9:34 － 13:28 ▲15:41 16:58

ワンダーモール前 － 9:36 － 13:31 ▲15:42 17:00
駅東公園前 － 9:38 － 13:32 ▲15:43 17:02

菅沢ニュータウン － － － 13:34 ▲15:45 17:04
菅沢団地 － － － 13:35 ▲15:46 17:06
下菅沢 － 9:39 － 13:37 ▲15:48 17:08
角館駅前 ▲8:20 9:41 11:03 13:39 ▲15:50 17:10

　4 月 1日㈬からの市民バスのダイヤをお
知らせします。今回は、秋田新幹線こまち
との連結により利便性向上を図るため、向
生保内線（たっこちゃんバス）の「２便」
を改正しています。
※�デマンド乗合型タクシーのパンフレット（時刻表
など）は広報 4月 1日号に折り込みます。詳し
くは各デマンド交通事業者にお問い合わせくださ
い。
問合せ 　仙北市企画政策課 ☎ 43-1112

令和２年 4月 1日　仙北市民バス時刻表

下延線
スマイルバス

運休日／日曜日、祝日、12月31日～1月3日
　時刻表の▲印は土曜日運休
普通運賃／大人 200円、小中学生 100円
【回数券取扱窓口】西宮家（母屋売店）／ バス車内
【定期券取扱窓口】西宮家（母屋売店）

下延線

（株）西宮家（仙北市指定管理者）
☎52-2438問合せ

のダイヤをお知らせします
スマイルバス たっこちゃんバス

※
荒
屋
敷
よ
り
下
延
・
八
割
方
面
は
フ
リ
ー
乗
降
区
間
で
す
。

市民バス令和２年 4月 1日　仙北市民バス時刻表

八割線
スマイルバス

運休日／日曜日、祝日、12月31日～1月3日
　時刻表の▲印は土曜日運休
普通運賃／大人 200円、小中学生 100円
【回数券取扱窓口】西宮家（母屋売店）／ バス車内
【定期券取扱窓口】西宮家（母屋売店）

（株）西宮家（仙北市指定管理者）
☎52-2438問合せ

八割線
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※
国
道
46
号
よ
り
中
川
方
面
は
フ
リ
ー
乗
降
区
間
で
す
。

【運行系統名】中川１
便名 ▲1 2 3 4
発 /着 発：角館駅前　/　着：野田
角館駅前 ▲9:40 11:30 13:40 16:10
大塚 ▲9:43 11:33 13:43 16:13

岩瀬住宅前 ▲9:44 11:34 13:44 16:14
市立病院前 ▲9:45 11:35 13:45 16:15
岩瀬住宅前 － 11:36 13:46 16:16
大塚 － 11:37 13:47 16:17
田町下丁 ▲9:47 11:38 13:48 16:18
西宮家前 ▲9:49 11:39 13:49 16:19
駅通り － 11:41 13:51 16:20
角館駅前 － 11:42 13:52 16:21
上菅沢 － 11:44 13:54 16:23

ワンダーモール前 － 11:46 13:56 16:24
駅東公園前 － 11:48 13:58 16:26
下菅沢 － 11:50 14:00 16:28
駅通り － 11:52 14:02 16:30
立町 ▲9:50 11:53 14:03 16:31
中町 ▲9:51 11:54 14:04 16:32

横町十文字 ▲9:52 11:55 14:05 16:33
伝承館入口 ▲9:53 11:56 14:06 16:34
川原町 ▲9:54 11:57 14:07 16:35
鵜ノ崎橋 ▲9:55 11:58 14:08 16:36
川原 ▲9:57 12:00 14:10 16:38

中川郵便局前 ▲10:00 12:03 14:13 16:41
中川小学校前 － 12:06 14:16 16:44
安久戸 － 12:07 14:17 16:45
八卦 － 12:08 14:18 16:46
若神子 － 12:09 14:19 16:47
赤平 － 12:11 14:21 16:49

中川小学校前 － 12:14 14:24 16:52
中川集落センター前 ▲10:01 12:15 14:25 16:53

下高屋 ▲10:03 12:17 14:27 16:55
川崎 ▲10:05 12:19 14:29 16:57
黒沢 ▲10:07 12:21 14:31 16:59
上黒沢 ▲10:08 12:22 14:32 17:00
黒森 ▲10:10 12:24 14:34 17:02
大場 ▲10:12 12:27 14:37 17:05
雫田 ▲10:15 12:30 14:40 17:08
野田 － 12:34 14:44 17:12

【運行系統名】中川２
便名 ▲1 2 3 ▲4 5
発 /着 発：野田　/　着：角館駅前
野田 ▲7:15 8:30 － ▲12:34 14:45
雫田 ▲7:19 8:34 10:15 ▲12:38 14:49
大場 ▲7:22 8:37 10:18 ▲12:41 14:52
黒森 ▲7:24 8:39 10:20 ▲12:43 14:54
上黒沢 ▲7:26 8:41 10:22 ▲12:45 14:56
黒沢 ▲7:27 8:42 10:23 ▲12:46 14:57
川崎 ▲7:29 8:44 10:25 ▲12:48 14:59
下高屋 ▲7:31 8:46 10:27 ▲12:50 15:01

中川集落センター前 ▲7:33 8:48 10:29 ▲12:52 15:03
中川小学校前 ▲7:35 8:49 10:30 ▲12:53 15:04
赤平 ▲7:38 8:52 10:33 ▲12:56 15:07
若神子 ▲7:40 8:54 10:35 ▲12:58 15:09
八卦 ▲7:41 8:55 10:36 ▲12:59 15:10
安久戸 ▲7:42 8:56 10:37 ▲13:00 15:11

中川小学校前 ▲7:43 8:57 10:38 ▲13:01 15:12
中川郵便局前 ▲7:46 9:00 10:41 ▲13:04 15:15
川原 ▲7:49 9:03 10:44 ▲13:07 15:18
鵜ノ崎橋 ▲7:51 9:05 10:46 ▲13:09 15:20
川原町 ▲7:53 9:07 10:48 ▲13:11 15:22
伝承館入口 ▲7:54 9:08 10:49 ▲13:12 15:23
横町十文字 ▲7:55 9:09 10:50 ▲13:13 15:24
中町 ▲7:56 9:10 10:51 ▲13:14 15:25
立町 ▲7:57 9:11 10:52 ▲13:15 15:26
高校角 ▲7:58 9:12 10:53 ▲13:16 15:27
大塚 ▲8:00 9:14 10:55 ▲13:18 15:29

岩瀬住宅前 ▲8:01 9:15 10:56 ▲13:19 15:30
市立病院前 ▲8:03 9:17 10:58 ▲13:21 15:32
岩瀬住宅前 ▲8:04 9:18 10:59 ▲13:22 15:33
大塚 ▲8:05 9:19 11:00 ▲13:23 15:34
田町下丁 ▲8:06 9:20 11:01 ▲13:24 15:35
西宮家前 ▲8:07 9:21 11:02 ▲13:25 15:36
駅通り ▲8:08 9:22 11:03 ▲13:26 15:37
上菅沢 － 9:24 11:05 ▲13:28 15:39

ワンダーモール前 － 9:26 11:07 ▲13:30 15:41
駅東公園前 － 9:30 11:11 ▲13:34 15:45
下菅沢 － 9:33 11:13 ▲13:36 15:47
角館駅前 ▲8:09 9:35 11:15 ▲13:38 15:49

便名 3 4 5 ▲6
発 /着 循環　田沢湖庁舎前

田沢湖庁舎前 11:25 13:25 15:20 ▲16:25
街道ノ上 11:26 13:26 15:21 ▲16:26
病院前 11:27 13:27 15:22 ▲16:27

グランマート前 － 13:28 15:23 ▲16:28
田沢湖駅前 11:28 13:30 15:25 ▲16:30
商工会館前 11:29 13:31 15:26 ▲16:31
小学校前 11:31 13:33 15:28 ▲16:33
中学校前 11:32 13:34 15:29 ▲16:34
だしのこ園前 － － 15:31 －
東風の湯前 11:34 13:36 15:33 ▲16:36
生保内公園口 11:36 13:38 15:35 ▲16:38
愛宕町前 11:37 13:39 15:36 ▲16:39
武蔵野 11:38 13:40 15:37 ▲16:40
大杉沢 11:39 13:41 15:38 ▲16:41
仙岩団地 11:42 13:44 15:41 －
市営住宅前 11:44 13:46 15:43 ▲16:42
田沢湖庁舎前 11:46 13:48 15:45 ▲16:44
街道ノ上 11:47 13:49 15:46 ▲16:45
商工会館前 11:48 13:50 15:47 ▲16:46
田沢湖駅前 11:49 13:51 15:49 ▲16:47
病院前 11:50 13:52 15:50 ▲16:48

グランマート前 11:51 13:53 15:51 ▲16:49
雁治塚 11:53 13:55 15:53 ▲16:51

生保内発電所前 11:55 13:57 15:55 ▲16:53
四十程第１ 11:57 13:59 15:57 ▲16:55
四十程第２ 11:58 14:00 15:58 ▲16:56
赤石 12:00 14:02 16:00 ▲16:58
上堂田 12:03 14:05 16:03 ▲17:01
堂田会館前 12:04 14:06 16:04 ▲17:02
下堂田 12:05 14:07 16:05 ▲17:03
田向 12:06 14:08 16:06 ▲17:04
野村 12:07 14:09 16:07 ▲17:05
下相内端 12:09 14:11 16:09 ▲17:07
相内端 12:10 14:12 16:10 ▲17:08

手倉相内会館前 12:11 14:13 16:11 ▲17:09
手倉野 12:12 14:14 16:12 ▲17:10
上手倉野 12:13 14:15 16:13 ▲17:11
沼田 12:14 14:16 16:14 ▲17:12
十文字 12:15 14:17 16:15 ▲17:13
病院前 12:17 14:19 － －

グランマート前 12:18 14:20 16:17 －
田沢湖駅前 12:20 14:21 － －
商工会館前 12:21 14:22 － －
街道ノ上 12:22 14:23 16:19 ▲17:14
田沢湖庁舎前 12:23 14:24 16:20 ▲17:15

【
運
行
系
統
名
】
向
生
保
内
１

【
運
行
系
統
名
】
向
生
保
内
2

便名 ▲1 2
発 /着 循環  田沢湖庁舎前

田沢湖庁舎前 ▲7:15 8:10
病院前 ▲7:17 8:12
雁治塚 ▲7:19 8:14

生保内発電所前 ▲7:22 8:17
四十程第１ ▲7:24 8:19
四十程第２ ▲7:25 8:20
赤石 ▲7:27 8:22
上堂田 ▲7:30 8:25
堂田会館前 ▲7:31 8:26
下堂田 ▲7:32 8:27
田向 ▲7:34 8:29
野村 ▲7:35 8:30
下相内端 ▲7:37 8:32
相内端 ▲7:38 8:33

手倉相内会館前 ▲7:39 8:34
手倉野 ▲7:40 8:35
上手倉野 ▲7:41 8:36
沼田 ▲7:42 8:37

市営住宅前 ▲7:46 8:41
仙岩団地 － 8:44
大杉沢 － 8:47
武蔵野 － 8:48
愛宕町前 ▲7:47 8:49
生保内公園口 ▲7:48 8:50
東風の湯前 － 8:52
だしのこ園前 － 8:54
中学校前 ▲7:50 8:56
小学校前 ▲7:52 8:57
商工会館前 ▲7:54 8:59
田沢湖駅前 ▲7:55 9:00
病院前 ▲7:56 9:01
商工会館前 ▲7:57 9:02
街道ノ上 ▲7:58 9:03
田沢湖庁舎前 ▲8:00 9:05

ロイヤル交通㈱ 秋田営業所（仙北市指定管理者）
☎43-0101問合せ

（株）西宮家（仙北市指定管理者）
☎52-2438問合せ

令和２年4月 1日　仙北市民バス時刻表

スマイルバス

中川線
運休日／日曜日、祝日、12月31日～1月3日
　時刻表の▲印は土曜日運休
普通運賃／大人 200円、小中学生 100円
【回数券取扱窓口】西宮家（母屋売店）／ バス車内
【定期券取扱窓口】西宮家（母屋売店）

中川線

令和２年 4月 1日　仙北市民バス時刻表

たっこちゃんバス

向生保内線

運休日／日曜日、祝日、12月31日～1月3日
　時刻表の▲印は土曜日運休
普通運賃／大人 200円、小中学生 100円
【回数券取扱窓口】バス車内／ ロイヤル交通㈱秋田営業所／ 
四十程（高橋良宣様）／ 手倉相内（荒木田保険様）／ 野村・
田向（畠山隆太郎様）
【定期券取扱窓口】ロイヤル交通㈱秋田営業所

向生保内線

改正
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✓�温泉入浴の目的は元気になりたい方（交感神経が優位）、リラックスしたい方（副交感神経が優位）
の２つに分けられる。

✓�入浴前はリラックスした状態の方が多く、入浴後は元気になる方や神経バランスがよくなってい
る方が多く見られた。

✓�元気になりたいと思って入浴されている方は目的を果たせている。一方で、温泉に入ってリラッ
クスしたい、と思っている方は、入浴後に活性状態となっていることが多いため、入浴前にかけ

湯を10杯する、41度以下のお湯で入浴する、早朝・飲食直後の入浴を避けるなど、入浴方法を

改善する余地があると言える。

⇒�疲労ストレス測定器を有効活用し、温泉に入る前に入浴の目的と入浴方法について考えることが

重要と思われる。

監修　市川晋一 氏（仙北市温泉療養研究会会長・西明寺診療所長）

　仙北市では、市内の四つの温泉施設（角館温泉 花葉館、西木温泉ふれあい
プラザ クリオン、市民浴場 東風の湯、アルパこまくさ）に疲労ストレス測定
器を設置し、市民の皆さんにご利用いただいています。疲労ストレス測定器
利用状況（平成30年2月導入時～令和2年1月31日まで）をお知らせします。

問合せ／仙北市地方創生・総合戦略室　☎43-3315

疲労ストレス測定器データの分析結果から

温泉に入浴したことにより、自律神

経のバランスがよくなる方や活性状

態（交感神経が優位）となり元気に

なっている傾向がみられました。

入浴前はリラックス（副交感神経が
優位）している状態の方が多いこと
が分かります。

疲労ストレス測定器とは？

自律神経（交感神経・副交感神経）のバ
ランスをみる機械です。
交感神経：元気になっている状態。
副交感神経：リラックスしている状態。

　入浴前
　入浴後

肩のバランスが悪い

バランスが悪い

活性状態

リラックス

バランスがよい
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100回

入浴前

入浴後

これまでの総利用件数 24,726 件

年代別の疲労ストレス測定器利用回数（入浴前後）

入浴前後の測定結果から　利用件数 1,941 件

　1月31日現在、入浴前後でストレス測定
器を利用していただいた方のグラフです。
　60代の利用が１番多く、次いで 40代、
50代、70代の方の利用が多いことが分かり
ます。このことから、40代から徐々に健康
や温泉利用への関心が高くなっていること
がうかがえます。
　皆さんも温泉入浴前と入浴後の測定で自
律神経のバランスをチェックしてみません
か？

おしらせ
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談
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無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気
軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき
るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、
次のとおり無料法律相談を開催します。
【日時】3月25日水 13:30 ～
【場所】角館交流センター 第2研修室
【相談員】河村憲史弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全

般のご相談）  ▼サラ金・クレジットな
ど多重債務のご相談  ▼中小企業・個人
事業に関するご相談  ▼高齢者・障がい
者に関するご相談  ▼交通事故に関する
ご相談  ▼子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し
てください。

【予約受付時間】平日9:00 ～ 17:00
【相談時間等】1日先着5人。1人30分以

内。（ ①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～
14:35  ③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～
15:45  ⑤15:50 ～ 16:20）　

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ
らかじめ話の内容をまとめてきてくだ
さい。相談に必要と思われる資料があ
りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼Consultation相　談

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

館蔵品・寄託品展
　角館町平福記念美術館では、現在、企画展「館蔵品・寄託品展」を開催しています。
今回は寄贈、寄託いただいている作品の中から「冬」をテーマにした展示構成で
作品を紹介しています。角館で青春期を過ごした日本画家・佐藤元彦先生の迫力
あるなまはげの作品や、角館町役場職員を長年された伊藤榮治氏のふるさとの冬
の景色を描いた作品など、角館と縁の深い作家の作品を多数展示しています。ぜ
ひこの機会に、あと少しで終わりを告げる「冬」を美術館でお楽しみください。
【会期】4月12日日 まで
【休館日】3月まで毎週月曜日、4月から会期中無休
【開館時間】 ▼ 3月まで9:00 ～ 16:30（入館は16:00まで）

▼ 4月から9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）
【場所】角館町平福記念美術館
【入館料】一般（高校生以上）300円、小・中学生200円  ※仙北市民は無料
【問合せ】角館町平福記念美術館  ☎54-3888

4月納付分から協会けんぽ
の保険料率が変わります
　協会けんぽは、主に中小企業の従業員
とそのご家族の皆さまが加入する健康保
険です。秋田支部の健康保険料率は、令
和 2 年 4 月納付分から 10.25%（現行
10.14%）へ引き上げとなります。また、
40 歳から 64 歳までの方に対する介護保
険料率は全国一律 1.79%（現行 1.73%）
へと引き上げとなります。
【問合せ】全国健康保険協会（協会けんぽ）

秋田支部  ☎018-883-1841

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

令和2年第3回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が
服用している薬のことなどお薬の相談会
を行います。家に残っている薬の整理（持
参した場合）や家庭用医薬品などお薬の
ことなら何でも相談にのります。お気軽
にご相談ください。
【日時】3月31日火 15:00 ～ 16:30
【場所・問合せ】クオール薬局田沢湖店  
☎43-9189

▼ ▼ ▼Consultation相　談

その病気、その症状は石
アスベスト

綿
が原因かもしれません
　ご家族に肺がんや中皮腫などで亡くな
られた方はいませんか？息切れ、胸が苦
しいなどの症状が出ていませんか？
　石綿による疾病と認定された場合、各
種給付を受けることができます。石綿に
よる疾病は、石綿を吸ってから非常に長
い年月を経て（例えば、中皮腫の場合、
潜伏期間は 20 ～ 50 年といわれていま
す）発症することが大きな特徴です。お
心あたりのある方は、下記までご相談く
ださい。
【問合せ】 ▼秋田労働局労災補償課
　☎018-883-4275

▼お近くの労働基準監督署

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

ご存知ですか？「筆界特定制度」
　「筆界特定制度」は、土地の筆界（境界）トラブルを解決するため、法務局が現地にお
ける筆界の位置を特定する制度です。隣接地との筆界が分からず困っている方、筆界につ
いて隣地の所有者と意見が一致しないで困っている方は、筆界特定制度をご利用ください。
【問合せ】秋田地方法務局 筆界特定室  ☎018-862-1442

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

ご存知ですか ? 国の助成を受けられる
「中退共」の退職金制度

　中小企業退職金共済（中退共）制度は、
中小企業のための国の退職金制度です。
新規加入や掛金月額を増額する場合、掛
金の一部を国が助成し、掛金は全額非課
税で手数料もかかりません。社外積立で
管理も簡単、パートさんも家族従業員も
ご加入いただけます。退職金はぜひ中退
共におまかせください。
【問合せ】独立行政法人 勤労者退職金共
済機構 中小企業退職金共済事業本部
　☎03-6907-1234

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ
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3/
１６ 月 ●【中止】仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（紙風船館 10:00 ～ 12:00） 3/1･P23

●神代小学校卒業式

１７ 火 ●生保内・角館・白岩小学校卒業式

１８ 水

●【中止】えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00） 3/1･P21

●こころの相談（角館交流センター 13:30 ～ 14:30、15:00 ～ 16:00） 3/1･P21

●【中止】行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 3/1･P23

●【中止】仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00）
3/1･P23

●神代こども園・角館西保育園卒園式

１９ 木 ●【中止】赤ちゃん広場（さくラッコ 10:30 ～ 14:30） 3/1･P19

●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 16:00） 3/1･P23

２０ 金 ●【ライブ配信に変更】仙北インターナショナルドローンフィルムフェスティバル
2020（詳しい情報は市のホームページをご覧ください。） 3/1･P22

２１ 土
●【中止】とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00） 3/1･P17

●【中止】おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～） 3/1･P17

●【中止】オレンジカフェ（グループホームひまわり 14:00 ～ 16:00） 3/1･P20

●【中止】そば打ち教室（神代就業改善センター 10:00 ～） 3/1･P23

２２ 日

２３ 月 ●【中止】サテライト相談会（市役所中町庁舎 10:00 ～ 15:30） 3/1･P22

２４ 火 ●【中止】かだれ（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 15:00） 3/1･P21

●こころの相談（角館交流センター 13:30 ～ 14:30、15:00 ～ 16:00） 3/1･P21

２５ 水
●保健師による健康アドバイスとラッキー抽選会（アルパこまくさ 11:00 ～ 12:00、角館温
泉 花葉館 14:00 ～ 16:00） P13

●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P23

●発達障がいに関する理解促進セミナー（角館交流センター 18:30 ～ 20:00） 3/1･P13

２６ 木
●保健師による健康アドバイスとラッキー抽選会（西木温泉ふれあいプラザ クリオン 10:00
～ 12:00、市民浴場 東風の湯 14:00 ～ 16:00） P13

●【中止】すくすく成長記録 Day（さくラッコ 10:00 ～ 11:00） 3/1･P19

２７ 金 ●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 16:00） 3/1･P23

２８ 土
●【延期】市税などの滞納による差押物品の公売会（田沢湖総合開発センター 開場 9:00、
入札 10:00） P12

●【中止】オレンジカフェ（往生院 13:00 ～ 15:00） 3/1･P20

２９ 日

３０ 月 ●夜間納税・納付窓口開設日（市役所田沢湖・角館、西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P12

３１ 火 ●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店 15:00 ～ 16:30） P23

4/
１ 水

２ 木

３ 金

広報担当者の

つ
や き

ぶ

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止または延期となった行事には【中止】    
　【延期】の記載をしています。（3 月 9 日現在）
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新型コロナウイルス感染症対策関連
情報
2020 FISフリースタイルスキーワー
ルドカップ 秋田たざわ湖大会
2020 仙北市の冬まつり
旬な情報チャンネル／仙北市地域お
こし協力隊コラム
まちづくり日記／かくのだてフィル
ムコミッションロケーションだより
みんのつぶやき～もっと台湾が好きに
なる～
市役所からのお知らせ
保健と健康の掲示板／にしき園だより
仙北市版ネウボラ なないろ通信
学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習
仙北市教育委員会だより きたうら
市民バスのダイヤをお知らせします
疲労ストレス測定器データの分析
結果から
おしらせナビ
仙北市カレンダー

仙北市カレンダー 3/16 月  ～４/ ３金
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FK　話をしているとよく噛み
ます。そこで早口言葉がどれ
くらい言えるのかと試したくて
調べてみました。定番の「生

麦生米生卵」、意外と難しい「炙りカルビ」。
そんな中、簡単そうだけど全然言えなかっ
た強敵が…、「右目右耳右耳右目」。皆さ
んもぜひお試しください。

RI　月2回の広報つぶやき。
今号は何を書こうかを考えて
いるときにふと思いついた川柳
を一句、詠みたいと思います。

「つぶやきに腕組み瞑想寝てしまう」。個
人的には面白い句を詠めたと思っていま
すが、瞑想を”迷走”でもいいのかと考
えると、川柳の奥深さを感じました。

SG　雪が好きな自分には少々
物足りなさを感じていたこの
冬。そんな中迎えたモーグル
W杯では、スタッフの懸命の

作業によりコースが設営されたものの、
2日目は視界不良により競技途中で中止
に。天候には逆らえませんが、この時ば
かりは回復を願いました。何となくもど
かしさが残る冬、そんな気持ちも雪解け
とともに消えるといいのですが…。
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